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はじめに

『Oracle Solaris 11.1での固定ネットワーク構成を使用したシステムの接続』へようこ
そ。このドキュメントは、Oracle Solaris 11.1ネットワークの確立に関するシリーズの
一部で、Oracle Solarisネットワークを構成するための基本的なトピックおよび手順に
ついて説明しています。このドキュメントの記述は、Oracle Solarisがインストール済
みであることが前提です。さらに、ネットワークを構成できる状態であり、その
ネットワークに必要なネットワークソフトウェアを構成できる状態である必要があ
ります。

注 –このOracle Solarisのリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテ
クチャーを使用するシステムをサポートしています。サポートされるシステム
は、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsに記載されています。本書では、プ
ラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記します。

サポートされるシステムについては、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsを
参照してください。

対象読者
このドキュメントは、Oracle Solarisが動作しており、ネットワークに構成されている
システムの管理を行うユーザーを対象としています。このマニュアルを利用するに
あたっては、UNIXのシステム管理について少なくとも 2年の経験が必要で
す。UNIXシステム管理のトレーニングコースに参加することも役に立ちます。

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
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表記上の規則
次の表では、このドキュメントで使用される表記上の規則について説明します。

表P–1 表記上の規則

字体 説明 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 プレースホルダ:実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、 rm

filenameと入力します。

AaBbCc123 書名、新しい単語、および強調する単語を
示します。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

キャッシュは、ローカルに格納
されるコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注:いくつかの強調された項目
は、オンラインでは太字で表示
されます。

コマンド例のシェルプロンプト
Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

表P–2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェル

$

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェルのスーパーユーザー

#

Cシェル machine_name%

はじめに

Oracle Solaris 11.1での固定ネットワーク構成を使用したシステムの接続 • 2012年 10月8



表 P–2 シェルプロンプト (続き)
シェル プロンプト

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

はじめに
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固定ネットワーク構成の概要

Oracle Solaris 11を実行するシステムでは、システム上でアクティブになっている
ネットワーク構成プロファイル (NCP)に応じて、ネットワーク構成がリアクティブ
と固定のどちらかになります。リアクティブおよび固定ネットワーク構成の概要に
ついては、『Oracle Solaris 11ネットワーキングの紹介』を参照してください。NCP
の作成および構成方法の詳細は、『Oracle Solaris 11.1でのリアクティブネットワーク
構成を使用したシステムの接続』を参照してください。

この章では、固定ネットワーク構成の概要を示し、次のトピックについて説明しま
す。

■ 11ページの「固定ネットワーク構成とは」
■ 12ページの「プロファイル管理ネットワーク構成の特徴」
■ 13ページの「ネットワーク構成ツール」

固定ネットワーク構成とは
Oracle Solaris 11では、ネットワーク構成プロファイル (NCP)によってネットワーク
構成が管理されます。システムのネットワーク構成は、その特定のシステムで動作
するNCPのタイプによって決まります。NCPがリアクティブの場合、そのシステム
のネットワーク構成は動的に実装されます。NCPが固定の場合、ネットワーク構成
は静的に実装されます。

固定ネットワーク構成とは、システム上で特定のネットワーク設定がインスタンス
化される構成モードを指します。リアクティブネットワーク構成モードとは異な
り、固定構成モードでインスタンス化された構成は、システムのネットワーク環境
が変化しても変更されません。インタフェースの追加など、環境に変化が発生した
場合は、システムが新しい環境に適応するように、システムのネットワーク設定を
手動で再構成する必要があります。

1第 1 章
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注 –固定ネットワーク構成を単なる静的な IPアドレスの構成と混同しないでくださ
い。固定ネットワーク構成では、インタフェースにDHCPアドレスを割り当てるこ
とができます。同様に、リアクティブネットワーク構成では、インタフェースを静
的な IPアドレスで構成するNCPを作成できます。このように、固定ネットワーク構
成は適用範囲がより広く、具体的にはシステムの環境の変化に応じてシステムの
ネットワーク構成が変化する機能を指しています。

次の表は、2つのネットワーク構成モードの比較を示しています。

機能 リアクティブネットワーク構成 固定ネットワーク構成

システムのネットワーク環境の
変化に対する自動適応

構成可能な複数のNCPに
よってサポートされます

サポートされていません (必要
に応じて手動で再構成する必要
があります)

システムで動作するNCPのタ
イプ

リアクティブ (Automatic、また
はユーザーが作成したその他の
NCP)

固定 (DefaultFixed)

複数のNCP サポートされています (ただ
し、一度にアクティブにできる
NCPは 1つだけです)

サポートされていません

ユーザーが作成したNCP サポートされています システムによって生成される固
定NCP (DefaultFixed)が 1つだ
け存在します。ただ
し、DefaultFixedの内容は
ユーザーがすべて決定します。

次のセクションでは、プロファイル管理ネットワーク構成とネットワーク構成に使
用されるツールについて詳しく説明します。

プロファイル管理ネットワーク構成の特徴
Oracle Solaris 11では、ネットワーク構成はプロファイルに基づいています。システ
ムのネットワーク構成は、NCPと対応する Locationプロファイルによって管理され
ます。プロファイル管理ネットワーク構成の概要については、『Oracle Solaris 11
ネットワーキングの紹介』の「ネットワーク構成プロファイル」を参照してくださ
い。NCPの詳細は、『Oracle Solaris 11.1でのリアクティブネットワーク構成を使用し
たシステムの接続』を参照してください。

プロファイル管理ネットワーク構成の特徴

Oracle Solaris 11.1での固定ネットワーク構成を使用したシステムの接続 • 2012年 10月12

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=NWINTgmadk
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=NWINTgmadk
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=NWDYN
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=NWDYN


注 –ネットワーク構成の主要なプロファイルのタイプは、NCP、Locationプロファイ
ル、外部ネットワーク識別子 (ENM)、および無線ローカルエリアネットワーク
(WLAN)です。これらのタイプのうち、主要なプロファイルはNCPです。このド
キュメント全体を通じて、特に明記しないかぎり、「プロファイル」という用語は
NCPを指します。

プロファイルベースのネットワーク構成の特徴は、次のとおりです。

■ あるシステムのネットワーク構成を管理するために一度にアクティブになるの
は、1組のNCPと場所プロファイルだけです。システム上のほかの既存のNCPは
すべて、非運用状態になります。

■ アクティブなNCPは「リアクティブ」または「固定」のいずれかになります。リ
アクティブプロファイルでは、システムのネットワーク環境の変化に適応できる
ように、ネットワーク構成が監視されます。固定プロファイルでは、ネット
ワーク構成はインスタンス化されますが、監視されません。

■ アクティブなNCPがリアクティブの場合、システムのネットワーク構成は適応性
を持っています。アクティブなNCPが固定の場合、システムのネットワーク構成
は不変です。

■ NCPのさまざまなプロパティーの値が、そのプロファイルによるネットワーク構
成の管理方法を制御するポリシーを構成します。

■ NCPのプロパティーに対する変更は、新しいプロパティー値としてただちに実装
されます。これらの新しい値は、ネットワーク構成を管理するプロファイルのポ
リシーの一部になります。

システムを固定ネットワーク用に構成すると、ネットワーク構成を管理するアク
ティブなNCPは DefaultFixedになります。このプロファイルは、OSによって生成
され、システム上の唯一の固定プロファイルになります。システムは複数の固定プ
ロファイルをサポートしません。

DefaultFixed NCPのプロパティーには、DefaultFixed NCPがアクティブである間に
作成または変更された永続的な構成が反映されます。

ネットワーク構成ツール
Oracle Solaris 11では、4つのネットワークコマンドを使用してネットワークを構成で
きます。

■ netcfgコマンド
■ netadmコマンド
■ dladmコマンド
■ ipadmコマンド

ネットワーク構成ツール
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netcfgおよび netadmコマンドは、システム上のリアクティブネットワーク構成を管
理するため使用します。netcfgコマンドは、リアクティブネットワーク構成を実装
するプロファイル (NCP、Locationプロファイル、ENM、およびWLAN)を作成およ
び構成するために使用します。ただし、固定ネットワーク構成を持つシステムで
は、DefaultFixedプロファイルを表示する場合にのみ netcfgコマンドを使用できま
す。netadmコマンドは、システム上のすべてのプロファイルを管理する (特に、シス
テムのネットワークプロファイルを一覧表示したり、アクティブなNCPを別のもの
に置き換えたりする)ために使用します。

dladmおよび ipadmコマンドは、それぞれデータリンクおよび IPインタフェースを構
成するために使用します。これらのコマンドは、永続的な構成を作成し、コマンド
の使用時にシステム上でアクティブになっているプロファイルに適用されます。

たとえば、データリンク net0の最大転送単位 (MTU)が 1200に構成され、アク
ティブなNCPが Automaticである場合、Automatic NCPではこのMTU値が net0に対
して永続的になります。次に、myncpという名前の 2つ目のNCPをアクティブにした
とします。dladmコマンドを実行してMTUを別の値に設定すると、その値が myncp

に適用されます。このように、net0は異なるプロファイルで異なるMTU値を持つこ
とができます。したがって、dladmおよび ipadmコマンドを使用して間接的にプロ
ファイルを構成することもできます。

dladmまたは ipadmコマンドを使用してデータリンクおよび IPインタフェースを構成
するときは、次に示すこれらの適用範囲に注意してください。

■ 2つのコマンドは、アクティブなプロファイルのデータリンクと IPインタ
フェースのみを構成します。デフォルトルートの設定など、プロファイルのほか
のプロパティーを構成するには、netcfgコマンドを使用して、そのプロファイル
のデフォルトルートを参照するプロパティーを構成します。または、システムの
ルーティングテーブルにデフォルトルートを直接設定する routeadmコマンドを使
用します。後者の場合、構成はシステム上でアクティブになっている方のプロ
ファイルに適用されます。

■ リアクティブプロファイルがアクティブであれば、そのプロファイルに対して
dladmおよび ipadmコマンドを使用できます。ただし、netcfgコマンドを使用し
て、システムの唯一の固定プロファイルである DefaultFixedプロファイルを構成
することはできません。netadmおよび netcfgコマンドは、DefaultFixedプロ
ファイルのプロパティーを表示する場合にのみ使用でき、それらを構成する場合
には使用できません。

dladmおよび ipadmコマンドは、リアクティブプロファイルか固定プロファイルかに
関係なく、アクティブなプロファイルに対して有効です。したがって、これらのコ
マンドを使用する前に、次を確認する必要があります。

■ 正しいターゲットプロファイルに対して変更を行えるように、システム上でどの
プロファイルがアクティブであるかを確認します。
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■ コマンド使用後に予期しない構成動作が発生しないように、ターゲットプロ
ファイルがリアクティブ、固定のいずれであるかを確認します。リアクティブプ
ロファイルは、固定プロファイルと異なる方法でネットワーク構成を管理しま
す。したがって、変更実装時の 2つのプロファイルの動作も異なります。

次のセクションでは、dladmおよび ipadmコマンドについて詳しく説明します。

dladmコマンド
dladmコマンドは、データリンクを構成するために使用します。dladmコマンドを使
用してデータリンクプロパティーをカスタマイズできるのは、e1000gのように、リ
ンクのネットワークドライバがGLDv3ドライバ構成フレームワーク用に変換されて
いる場合です。特定のドライバがこの機能をサポートしているか確認するには、ド
ライバのマニュアルページを参照してください。

GLDv3ドライバ構成フレームワークの完全な実装により、ネットワークインタ
フェースカード (NIC)ドライバの構成は次のように拡張されています。

■ ネットワークドライバのプロパティーの構成に必要となるのは、単一のコマンド
インタフェースである dladmコマンドだけです。

■ プロパティーにかかわらず、dladm subcommand properties datalink という一貫した
構文が使用されます。

■ dladmコマンドの使用は、ドライバの公開プロパティーと非公開プロパティーの
両方に適用されます。

■ 特定のドライバに対して dladmコマンドを使用しても、似たタイプのほかのNIC
のネットワーク接続に支障が生じることはありません。したがって、データリン
クのプロパティーを動的に構成できます。

■ データリンク構成の値は dladmリポジトリ内に格納され、システムのリブート後
も永続します。

データリンクの構成時にこれらのメリットの恩恵を受けるには、nddコマンドのよう
な以前のリリースの従来型ツールではなく、dladmを構成ツールとして使用するよう
にしてください。

dladmコマンドの詳細は、dladm(1M)のマニュアルページを参照してください。dladm

コマンドで使用するサブコマンドの一覧については、次を入力します。

# dladm help

The following subcommands are supported:

Bridge : add-bridge create-bridge delete-bridge

modify-bridge remove-bridge show-bridge

Etherstub : create-etherstub delete-etherstub show-etherstub

IB : create-part delete-part show-ib show-part

IP tunnel : create-iptun delete-iptun modify-iptun show-iptun

Link Aggregation: add-aggr create-aggr delete-aggr
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modify-aggr remove-aggr show-aggr

Link : rename-link reset-linkprop set-linkprop

show-link show-linkprop

Secure Object : create-secobj delete-secobj show-secobj

VLAN : create-vlan delete-vlan modify-vlan show-vlan

VNIC : create-vnic delete-vnic modify-vnic show-vnic

Wifi : connect-wifi disconnect-wifi scan-wifi show-wifi

Miscellaneous : delete-phys show-ether show-phys show-usage

For more info, run: dladm help <subcommand>.

データリンクに対して dladmコマンドを使用するには、第 3章「データリンクの操
作」を参照してください。

ipadmコマンド
Oracle Solarisにおける進歩は、ネットワーク構成のさまざまな側面を効率的に管理す
るための従来のツールの機能範囲を超えています。たとえば、ifconfigコマンドは
これまで、ネットワークインタフェースを構成するために慣例的に使用される
ツールでした。ただし、このコマンドには永続的な構成が実装されていませ
ん。ifconfigにはこれまで、ネットワーク管理における追加機能のための拡張機能
が追加されてきました。ただし、その結果、このコマンドは複雑で、使いづらく
なっています。

インタフェースの構成と管理に関する別の問題として、TCP/IPのプロパティーまた
はチューニング可能パラメータを管理するための簡単なツールが存在しない点があ
ります。nddコマンドは、この目的のための定番のカスタマイズツールでした。ただ
し、ifconfigコマンドと同様に、nddには永続的な構成が実装されていません。以前
は、ブートスクリプトの編集によって、ネットワークのシナリオで永続的な構成を
シミュレートすることが可能でした。Oracle Solarisのサービス管理機能 (SMF)の導入
により、特に、Oracle Solarisインストールへのアップグレードを考慮した場合の SMF
依存性の管理の複雑さのために、このような回避策の使用はリスクを伴うことがあ
ります。

ipadmコマンドは、インタフェース構成のための ifconfigコマンドを最終的に置き換
えるために導入されました。このコマンドはまた、プロトコルのプロパティーを構
成するための nddコマンドも置き換えます。

インタフェースを構成するためのツールとして、ipadmコマンドには次の利点があり
ます。

■ インタフェース構成以外の目的にも使用される ifconfigコマンドとは異なり、IP
インタフェースの管理に特化したツールであるため、IPインタフェースと IPアド
レスをより効率的に管理します。

■ インタフェースとアドレスの永続的な構成を実装します。

ifconfigのオプションおよびそれらと同等の ipadmサブコマンドの一覧について
は、付録A「比較マップ: ifconfigコマンドと ipadmコマンド」を参照してくださ
い。
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プロトコルのプロパティーを設定するためのツールとして、ipadmコマンドには ndd

に優る次の利点があります。

■ IP、アドレス解決プロトコル (ARP)、SCTP (Stream Control Transmission
Protocol)、ICMP (Internet Control Messaging Protocol)のほか、TCPや
ユーザーデータグラムプロトコル (UDP)などの上位階層プロトコルの一時的また
は永続的なプロパティーを設定できます。

■ プロパティーの現在値とデフォルト値、指定可能な値の範囲などの、各TCP/IP
プロパティーに関する情報を提供します。そのため、デバッグ情報の取得が容易
になります。

■ また、一貫性のあるコマンド構文に従っているため、より容易に使用できます。

nddのオプションおよびそれらと同等の ipadmサブコマンドの一覧については、付
録 B「比較マップ: nddコマンドと ipadmコマンド」を参照してください。

ipadmコマンドの詳細は、ipadm(1M)のマニュアルページを参照してください。ipadm

で使用するサブコマンドの一覧については、次を入力します。

# ipadm help

The following subcommands are supported:

Address : create-addr delete-addr disable-addr

down-addr enable-addr refresh-addr

reset-addrprop set-addrprop show-addr

show-addrprop up-addr

Interface : disable-if enable-if reset-ifprop

set-ifprop show-if show-ifprop

IP interface : create-ip delete-ip

IPMP interface : add-ipmp create-ipmp delete-ipmp

remove-ipmp

Protocol property : reset-prop set-prop show-prop

VNI interface : create-vni delete-vni

For more info, run: ipadm help <subcommand>.
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ネットワーク用のシステムの構成

この章では、固定ネットワーク構成を使用するシステム上の IPインタフェースを構
成するときに従う手順を示します。次の内容について説明します。

■ 19ページの「ネットワークの構成 (タスクマップ)」
■ 27ページの「その他のネットワーク構成および管理タスク」

ネットワークの構成 (タスクマップ)
このセクションでは、IPインタフェースの基本的な構成手順について説明しま
す。次の表は、各構成タスクについて説明し、これらのタスクを対応する手順に
マップしています。

タスク 説明 参照先

一意のMACアドレスをサ
ポートするようにシステムを構
成します。

インタフェースに対して一意の
MACアドレスを許可するよう
に SPARCベースのシステムを
構成します。

20ページの「SPARC:各インタ
フェースのMACアドレスが一
意であることを確認する方法」

システム上のアクティブな
NCPを判定します。

システム上のアクティブな
NCPを表示し、DefaultFixed

を有効にします。

21ページの「システム上のア
クティブなNCPを変更する方
法」

ipadmコマンドを使用して、基
本的な IPインタフェース構成
を実行します。

IPインタフェースを作成
し、そのインタフェースに有効
な IPアドレス (静的または
DHCP)を割り当てます。

23ページの「IPインタ
フェースを構成する方法」

データリンクをカスタマイズし
ます。

リンクプロパティーを設定し
て、データリンクをさらにカス
タマイズします。

32ページの「データリンクプ
ロパティーのカスタマイズ」
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タスク 説明 参照先

IPインタフェースをカスタマ
イズします。

インタフェースのプロパ
ティーを設定して、IPインタ
フェースをさらにカスタマイズ
します。

45ページの「IPインタ
フェースのプロパティーの設
定」

IPアドレスをカスタマイズし
ます。

アドレスのプロパティーを設定
して、IPアドレスをさらにカ
スタマイズします。

47ページの「IPアドレスのプ
ロパティーの設定」

プロトコルをカスタマイズしま
す。

プロトコルのプロパティーを設
定して、プロトコルをさらにカ
スタマイズします。

48ページの「TCP/IPプロトコ
ルのプロパティーの設定」

ワイヤレスネットワークを構成
します。

無線ネットワークを使用して
ノートパソコンをネットワーク
に接続します。

第 5章「Oracle Solarisを実行す
るノートパソコン上での無線
ネットワークの構成」

▼ SPARC:各インタフェースのMACアドレスが一意
であることを確認する方法
すべての SPARCベースのシステムは、システム共通MACアドレスを持ってお
り、デフォルトではすべてのインタフェースがこのアドレスを使用します。ただ
し、アプリケーションによっては、ホスト上のすべてのインタフェースでそれぞれ
一意のMACアドレスが使用されている必要があります。特定のタイプのインタ
フェース構成 (リンクアグリゲーションや IPマルチパス (IPMP)など)では、同様にイ
ンタフェースに固有のMACアドレスが存在する必要があります。

EEPROMパラメータ local-mac-address?によって、SPARCベースのシステム上のす
べてのインタフェースがシステム共通MACアドレスまたは一意のMACアドレスの
どちらを使用しているかを判別します。次の手順では、eepromコマンドを使用し
て、local-mac-address?の現在値をチェックし、必要に応じて変更する方法につい
て説明します。

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

システム上のすべてのインタフェースがシステム共通MACアドレスを現在使用して
いるかどうかを判断します。
# eeprom local-mac-address?

local-mac-address?=false

この例では、eepromコマンドの応答の local-mac-address?=falseによって、すべて
のインタフェースがシステム共通MACアドレスを使用していることが示されていま
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2
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す。local-mac-address?=falseの値は、インタフェースを IPMPグループのメン
バーにする前に、local-mac-address?=trueに変更する必要があります。リンクアグ
リゲーションの場合も、この変更を行うべきです。

必要に応じて、local-mac-address?の値を次のように変更します。
# eeprom local-mac-address?=true

手順 6でシステムをリブートすると、出荷時に設定されたMACアドレスを持つイン
タフェースは、システム共通MACアドレスの代わりに、それらの出荷時の設定を使
用します。出荷時に設定されたMACアドレスを持たないインタフェースは、システ
ム共通MACアドレスを引き続き使用します。

システム上のすべてのインタフェースのMACアドレスをチェックします。
複数のインタフェースが同じMACアドレスを持つ場合がないかどうかを調べてくだ
さい。この例では、2つのインタフェースがシステム共通MACアドレス
8:0:20:0:0:1を使用しています。
# dladm show-linkprop -p mac-address

LINK PROPERTY PERM VALUE DEFAULT POSSIBLE

net0 mac-address rw 8:0:20:0:0:1 8:0:20:0:0:1 --

net1 mac-address rw 8:0:20:0:0:1 8:0:20:0:0:1 --

net3 mac-address rw 0:14:4f:45:c:2d 0:14:4f:45:c:2d --

注 –同じMACアドレスを持つネットワークインタフェースが複数存在する場合にの
み、次の手順に進みます。それ以外の場合は、最後の手順に進みます。

すべてのインタフェースが一意のMACアドレスを持つように、必要に応じて、残り
のインタフェースを手動で構成します。
# dladm set-linkprop -p mac-address=mac-address interface

前の手順の例では、net0と net1をローカルで管理されているMACアドレスで構成
する必要がありました。たとえば、ローカルで管理されているMACアドレス
06:05:04:03::02で net0を再構成するには、次のコマンドを入力します。

# dladm set-linkprop -p mac-address=06:05:04:03:02 net0

このコマンドの詳細は、dladm(1M)のマニュアルページを参照してください。

システムをリブートします。

▼ システム上のアクティブなNCPを変更する方法
システム上で有効になっているNCPのタイプによって、システムのネットワーク構
成がリアクティブと固定のどちらであるかが決まります。リアクティブ構成を使用
するシステムは、固定ネットワーク構成を使用するシステムとは異なる動作を行い

3

4

5
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ます。このドキュメントのすべての手順では、アクティブなNCPに適用される永続
的な構成を作成します。したがって、手順を実行する前に、構成を正しいプロ
ファイルに適用できるように、どのNCPがアクティブであるかを知っておく必要が
あります。このようにして、手順が完了すると、システムのネットワーク構成が予
期したとおりに動作します。

システム上のプロファイルを一覧表示します。
# netadm list

TYPE PROFILE STATE

ncp DefaultFixed online

ncp Automatic disabled

loc Automatic offline

loc NoNet offline

loc User offline

loc DefaultFixed online

ステータスがオンラインとして一覧表示されているプロファイルがシステム上のア
クティブなNCPです。

システム上のNCPの詳細を表示するには、netadmコマンドで - xオプションを使用
します。

netadm list -x

TYPE PROFILE STATE AUXILIARY STATE

ncp DefaultFixed online active

ncp Automatic disabled disabled by administrator

loc Automatic offline conditions for activation are unmet

loc NoNet offline conditions for activation are unmet

loc User offline conditions for activation are unmet

loc DefaultFixed online active

プロファイルのタイプを (たとえば、リアクティブプロファイルから固定プロファイ
ルに)切り替えるには、次のコマンドを入力します。
# netadm enable -p ncp NCP-name

ここで、NCP-nameはNCPのタイプの名前です。

たとえば、システムのネットワーク構成がリアクティブであるとします。このド
キュメントの手順で作成した構成を DefaultFixed NCPに適用する場合は、次を入力
します。

# netadm enable -p ncp defaultfixed

注意 –アクティブなプロファイルを切り替えると、既存のネットワーク構成は削除さ
れ、新しい構成が作成されます。以前アクティブだったNCPに実装された永続的な
構成は、新しいアクティブなNCPではすべて除外されます。

1
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▼ IPインタフェースを構成する方法
次の手順では、システムの IPインタフェースを構成するときに使用する基本的な手
順を示します。

システム上でどのNCPがアクティブであるかを確認して、構成が正しいプロファイ
ルに適用されていることを確認します。

管理者になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

インタフェースを作成します。
# ipadm create-interface-class interface

interface-class ユーザーが作成できる次の 3つのインタフェースクラスのうちの 1
つを示します。
■ IPインタフェース。このインタフェースクラスは、ネット
ワーク構成を実行するときに作成するもっとも一般的なクラスで
す。このインタフェースクラスを作成するには、create-ipサブ
コマンドを使用します。

■ STREAMS仮想ネットワークインタフェースドライバ (VNIインタ
フェース)。このインタフェースクラスを作成するに
は、create-vniサブコマンドを使用します。VNIデバイスまたは
インタフェースについての詳細は、vni(7d)のマニュアルページ
を参照してください。

■ IPMPインタフェース。このインタフェースは、IPMPグループ
を構成するときに使用されます。このインタフェースクラスを作
成するには、create-ipmpサブコマンドを使用します。IPMPグ
ループの詳細は、『Oracle Solaris 11.1ネットワークパフォーマン
スの管理』の第 5章「IPMPの概要」を参照してください。

interface インタフェースの名前を示します。この名前は、インタフェースの
作成に使用しているデータリンクの名前と同じです。システム上の
データリンクを確認するには、dladm show-linkコマンドを使用しま
す。

次のいずれかのコマンドを選択して、有効な IPアドレスを持つ IPインタフェースを
構成します。

■ 静的アドレスを構成するには、次を入力します。

# ipadm create-addr -a address [interface | addrobj]

-a address インタフェース上に構成する IPアドレスを指定します。

始める前に

1
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注 –トンネル構成では、通常、トンネルインタフェースに
ローカルアドレスとリモートアドレスの 2つのアドレスが
必要です。ローカルアドレスとリモートアドレス、および
トンネル構成については、『Oracle Solaris 11.1ネットワーク
の構成と管理』の第 6章「IPトンネルの構成」を参照して
ください。

数値 IPアドレスには、CIDR表記法を使用します。CIDR表
記法を使用なかった場合は、name-service/switchサービス
で netmaskに対して示されているシーケンスに従って、また
はクラスフルアドレスのセマンティクスを使用し
て、ネットマスクが計算されます。

必要に応じて、数値 IPアドレスの代わりにホスト名を指定
できます。ホスト名の使用が有効なのは、そのホスト名に
対応する数値 IPアドレスが /etc/hostsファイルで定義され
ている場合です。このファイルで数値 IPアドレスが定義さ
れていない場合は、name-service/switchサービスで hostに
対して指定されているリゾルバの順序を使用して、この数
値が一意に取得されます。特定のホスト名に対して複数の
エントリが存在する場合は、エラーが生成されます。

注 –ブートプロセスにおいて、IPアドレスの作成は、ネーム
サービスがオンラインになる前に実行されます。そのた
め、ネットワーク構成で使用されているすべてのホスト名
が /etc/hostsファイルで定義されているようにする必要が
あります。

[interface | addrobj] Oracle Solarisでは、各アドレスは対応するアドレスオブ
ジェクトによって識別され、コマンド内で addrobjによって
表されます。そのアドレスに対するその後の構成では、実
際の IPアドレスではなくアドレスオブジェクトを参照しま
す。たとえば、ipadm show-addr addrobjや ipadm

delete-addr addrobjのように入力します。アドレスオブ
ジェクト名を自動的に作成するには、interfaceにインタ
フェース名を指定します。それ以外の場合は、アドレスオ
ブジェクト名を直接指定します。
■ インタフェース名を指定すると、アドレスオブジェクト
に interface/address-familyという形式の名前が自動的に付
けられます。Address familyは、IPv4アドレスを示す v4ま
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たは IPv6アドレスを示す v6のいずれかです。同じイン
タフェース上に複数のアドレスがある場合
は、net0/v4、net0/v4a、net0/v4b、net0/v6、net0/v6a

のように、アドレスオブジェクト名に英字が追加されま
す。

■ addrobjに手動でアドレスオブジェクトを指定する場合
は、interface/user-specified-stringという形式を使用する必
要があります。user-specified-stringは、アルファベット文
字で始まり、最大長が 32文字の英数字の文字列を示しま
す。たとえ
ば、net0/static、net0/static1、net1/privateなどのア
ドレスオブジェクトを指定できます。

■ 静的でないアドレスを構成するには、次を入力します。

# ipadm create-addr -T address-type [interface | addrobj]

ここで、address-typeは dhcpまたは addrconfのいずれかです。addrconfは、自動
的に生成された IPv6アドレスを示します。

[interface | addrobj] の詳細な説明については、静的アドレスの作成に関する前の
説明を参照してください。

(オプション)新しく構成された IPインタフェースに関する情報を表示します。
調べる対象の情報に応じて、次のコマンドを使用できます。
# ipadm [interface]

interfaceを指定しなかった場合は、システム上のすべてのインタフェースの情報が表
示されます。

ipadm show-*サブコマンドの出力についての詳細は、55ページの「IPインタ
フェースとアドレスの監視」を参照してください。

ホスト名を使用する静的 IPアドレスを構成している場合は、/etc/hostsファイルに
その IPアドレスのエントリを追加します。
このファイル内のエントリは、IPアドレスとそれに対応するホスト名で構成されて
います。

注 – DHCPアドレスを構成している場合は、/etc/hostsファイルを更新する必要はあ
りません。

デフォルトルートを定義します。
# route -p add default address

ルーティングテーブルの内容を確認するには、netstat -rコマンドを使用します。

4

5

6

ネットワークの構成 (タスクマップ)

第 2章 • ネットワーク用のシステムの構成 25



ルートの管理の詳細は、route(1M)および routeadm(1M)のマニュアルページを参照
してください。『Oracle Solaris 11.1ネットワークの構成と管理』の「ルーティング
テーブルとルーティングの種類」も参照してください。

静的 IPアドレスによるネットワークインタフェースの構成

この例では、静的 IPアドレスを使用してインタフェースを構成する方法について説
明します。この例では、最初にシステム上の DefaultFixed NCPを有効にして、固定
ネットワーク構成に対して dladmおよび ipadmコマンドを使用できるようにします。

# netadm enable -p ncp DefaultFixed

# dladm show-phys

LINK MEDIA STATE SPEED DUPLEX DEVICE

net3 Ethernet up 100Mb full bge3

# dladm show-link

LINK CLASS MTU STATE BRIDGE OVER

net3 phys 1500 up -- --

# ipadm create-ip net3

# ipadm create-addr -a 192.168.84.3/24 net3

ipadm: net3/v4

# ipadm

NAME CLASS/TYPE STATE UNDER ADDR

lo0 loopback ok -- --

l0/v4 static ok -- 127.0.0.1/8

net3 ip ok -- --

net3/v4 static ok -- 192.168.84.3/24

# vi /etc/hosts

# Internet host table

# 127.0.0.1 localhost

10.0.0.14 myhost

192.168.84.3 campus01

# route -p add default 192.168.84.1

# netstat -r

Routing Table: IPv4

Destination Gateway Flags Ref Use Interface

-------------------- -------------------- ----- ----- ---------- ---------

default some.machine.com UG 2 10466

192.168.84.0 192.168.84.3 U 3 1810 net3

localhost localhost UH 2 12 lo0

Routing Table: IPv6

Destination/Mask Gateway Flags Ref Use If

--------------------------- ------------------------- ----- --- ------- -----

solaris solaris UH 2 156 lo0

/etc/hostsファイルで campus01がすでに定義されている場合は、次のアドレスを割
り当てるときにそのホスト名を使用できます。

例2–1
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# ipadm create-addr -a campus01 net3

ipadm: net3/v4

IPアドレスによるネットワークインタフェースの自動的な構成

この例では、アドレスをDHCPサーバーから受け取るように IPインタフェースを構
成します。

# dladm show-phys

LINK MEDIA STATE SPEED DUPLEX DEVICE

net3 Ethernet up 100Mb full bge3

# dladm show-link

LINK CLASS MTU STATE BRIDGE OVER

net3 phys 1500 up -- --

# ipadm create-ip net3

# ipadm create-addr -T dhcp net3

ipadm: net3v4

# ipadm

NAME CLASS/TYPE STATE UNDER ADDR

lo0 loopback ok -- --

l0/v4 static ok -- 127.0.0.1/8

net3 ip ok -- --

net3/v4 dhcp ok -- 10.0.1.13/24

その他のネットワーク構成および管理タスク
このドキュメントでは、システムをネットワークに接続する基本的なネットワーク
構成について説明しています。特に、システムのデータリンクとインタフェースの
構成を中心に説明しています。ほかのネットワーク関連ドキュメントで説明されて
いるその他のネットワーク構成および管理タスクを実行できます。システムが固定
ネットワーク構成で構成されている場合は、これらのほかのタスクについて次のド
キュメントを参照できます。

■ システムをルーターやネットワーク構成サーバーなどとして構成するに
は、『Oracle Solaris 11.1ネットワークの構成と管理』を参照してください。

■ データリンクおよび IPインタフェースの高度な構成を行うには、『Oracle
Solaris 11.1ネットワークパフォーマンスの管理』を参照してください。

■ 基本的な構成を基盤にして、(リンクアグリゲーションや IPMPグループの構成な
どで)ネットワークのパフォーマンスを向上させるには、『Oracle Solaris 11.1
ネットワークパフォーマンスの管理』を参照してください。

■ ネットワークのセキュリティーを確立するには、『Oracle Solaris 11.1でのネット
ワークのセキュリティー保護』を参照してください。

例2–2
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■ ネットワークの仮想化を実装するには、『Oracle Solaris 11.1での仮想ネット
ワークの使用』を参照してください。

特定のネットワーク分野 (DHCPやネームサービスなど)を専門に扱うその他のド
キュメントもライブラリに用意されています。

その他のネットワーク構成および管理タスク

Oracle Solaris 11.1での固定ネットワーク構成を使用したシステムの接続 • 2012年 10月28

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=NWVIR
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=NWVIR


データリンクの操作

この章では、dladmコマンドについて説明するとともに、データリンクに対してこの
コマンドを使用して、現在の構成の表示、プロパティーのデフォルト値の変更、ま
たはシステムからのデータリンクの削除を行う方法について説明します。次の内容
について説明します。

■ 29ページの「基本的な dladmコマンド」
■ 32ページの「データリンクプロパティーのカスタマイズ」
■ 38ページの「dladmコマンドによるその他の構成タスク」

基本的な dladmコマンド
このセクションでは、システムのデータリンクに対して定期的に使用する可能性が
ある基本的な dladmコマンドについて説明します。このセクションに記載されている
以外の dladmサブコマンドもサポートされます。ほかのサブコマンドについて
は、dladm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –データリンクの情報を表示する dladmサブコマンドを除き、ほかのすべてのサブ
コマンドでは、最初にデータリンク上の既存のインタフェース構成を削除する必要
があります。IPインタフェース構成を削除するには、43ページの「IPインタ
フェース構成の削除 (ipadm delete-ip)」を参照してください。

データリンクに関する一般情報の表示 (dladm)
dladmコマンドを単独で使用すると、システムのデータリンクに関する一般情報 (ク
ラス、状態、およびベースとなる物理リンクを含む)が表示されます。

# dladm

LINK CLASS MTU STATE OVER

net0 phys 1500 unknown --
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net1 phys 1500 up --

net2 phys 1500 unknown --

net3 phys 1500 unknown --

net4 phys 1500 up --

aggr0 aggr 1500 up net1,net4

データリンクは、物理リンク以外のさまざまなクラス (リンクアグリゲーション、仮
想 LAN (VLAN)、仮想NIC (VNIC)など)である可能性があります。これらのほかの
データリンクは、dladmコマンドで表示されるデフォルトの情報にも含まれます。た
とえば、この出力には、物理データリンク net1と net4上に構成されたリンクアグリ
ゲーション aggr0が表示されています。

リンクアグリゲーションとVLANについては、『Oracle Solaris 11.1ネットワークパ
フォーマンスの管理』を参照してください。VNICについては、『Oracle Solaris 11.1
での仮想ネットワークの使用』を参照してください。

システムのデータリンクの表示 (dladm show-link)
システム上のデータリンクを表示するには、dladm show-linkを使用します。システ
ムには、取り付けられたNICと同じ数のデータリンクがあります。このコマンドで
は、オプションを使用して取得する情報をカスタマイズできます。たとえば、-Pオ
プションを使用すると、データリンクに関する永続的な構成の情報が取り込まれま
す。このコマンドで表示された情報に基づいて、その後のネットワーク構成を進め
ることができます。たとえば、システム上のNICの数を決定したり、IPインタ
フェースを構成するときに使用するデータリンクを選択したりできます。

このコマンドを実行すると、次のような情報が表示されます。

# dladm show-link -P

LINK CLASS OVER

net0 phys --

net1 phys --

net2 phys --

この例では、システムに、対応する物理NICに直接関連付けられた 3つのデータリ
ンクがあります。physクラスに属するデータリンク上に構成された特殊なデータリ
ンク (集積体や仮想NICなど)は存在しません。

データリンクの物理属性の表示 (dladm show-phys)
システムのデータリンクに関連付けられている物理NICに関する情報を表示するに
は、dladm show-physを使用します。このコマンドをオプションなしで使用する
と、次のような情報が表示されます。

# dladm show-phys

LINK MEDIA STATE SPEED DUPLEX DEVICE

net0 Ethernet up 100Mb full e1000g0

基本的な dladmコマンド
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net1 Ethernet down 0Mb -- nge0

net2 Ethernet up 100Mb full bge0

net3 Infiniband -- 0Mb -- ibd0

この出力には、ほかの詳細とともに、汎用リンク名を持つデータリンクが関連付け
られている物理NICが表示されています。たとえば、net0はNIC e1000g0のデータ
リンク名です。データリンクに設定されたフラグに関する情報を表示するには、-P

オプションを使用します。たとえば、rというフラグが設定されたデータリンク
は、そのベースとなるNICが取り外されたことを意味します。

このコマンドのもう 1つの便利なオプションは、各データリンクの物理的な場所を
表示する -Lです。この場所によって、データリンクのインスタンス番号 (net0、net1

など)が決まります。

# dladm show-phys -L

LINK DEVICE LOCATION

net0 bge0 MB

net2 ibp0 MB/RISER0/PCIE0/PORT1

net3 ibp1 MB/RISER0/PCIE0/PORT2

net4 eoib2 MB/RISER0/PCIE0/PORT1/cloud-nm2gw-2/1A-ETH-2

データリンクの削除 (dladm delete-phys)
システムからデータリンクを削除するには、dladm delete-physを使用します。

データリンクの削除は、物理NICの削除と緩やかに結び付いています。たとえ
ば、ある物理NICがシステムから削除されます。ソフトウェア層がハードウェア層
にバインドされなくなるため、そのNICに関連付けられているデータリンク構成は
残っています (『Oracle Solaris 11ネットワーキングの紹介』の「Oracle Solarisでの
ネットワークスタック」を参照)。したがって、そのデータリンクの名前をほかの
NICに関連付けられたリンクに割り当てることにより、別のベースとなる物理NIC
でこのデータリンク構成を引き続き使用できます。

NICを交換せずに切り離し、そのデータリンク構成が不要になった場合は、次のよ
うにしてデータリンクを削除できます。

# dladm delete-phys datalink

ヒント –データリンクのNICが削除されたかどうかを確認するには、dladm show-phys

-Pコマンドを使用します。

データリンクの名前変更 (dladm rename-link)
データリンクの名前を変更するには、dladm rename-linkを使用します。Oracle Solaris
11システムでは、OSがすべてのデータリンクに対して自動的に汎用名を設定しま

基本的な dladmコマンド
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す。汎用データリンク名については、『Oracle Solaris 11ネットワーキングの紹
介』の「デフォルトの汎用リンク名」を参照してください。

これらの汎用名には、デフォルトで netn (net0、net1、net2など)という命名形式が
使用されます。OSが名前を管理しているため、通常の管理タスクの一部として
データリンクの名前を変更することはありません。リンク名の変更が必要な手順に
ついては、38ページの「システム上のプライマリインタフェースを切り替える方
法」を参照してください。

データリンクプロパティーのカスタマイズ
基本的なデータリンク構成に加えて、dladmコマンドを使用してデータリンクプロパ
ティーを設定し、ネットワークの要件に応じてそれらをカスタマイズすることもで
きます。

データリンクプロパティーに対しては、3つの dladmサブコマンドを使用します。

■ dladm show-linkprop [-p property] [datalink] は、データリンクプロパティーと
それらの現在値を表示します。-p propertyオプションを使用しなかった場合
は、データリンクのすべてのプロパティーが一覧表示されます。データリンクを
指定しなかった場合は、すべてのデータリンクのすべてのプロパティーが一覧表
示されます。

■ dladm set-linkprop -p property=value datalink は、データリンクのプロパティーに
値を割り当てます。

■ dladm reset-linkprop -p property datalink は、特定のプロパティーをそのデ
フォルト値にリセットします。

データリンクプロパティーの概要
カスタマイズ可能なデータリンクプロパティーは、ある特定のNICドライバがサ
ポートするプロパティーに依存します。dladmコマンドを使用して構成可能なデータ
リンクプロパティーは、2つのカテゴリのいずれかに該当します。

■ Ethernet用のリンク速度や自動ネゴシエーション、またはすべてのデータリンク
ドライバに適用可能な最大転送単位 (MTU)サイズなど、特定メディアタイプの任
意のドライバに適用可能な「公開プロパティー」。

■ 特定メディアタイプのNICドライバの特定のサブセットに固有の「非公開プロパ
ティー」。これらのプロパティーはそのサブセットに固有のものとなる可能性が
ありますが、それは、これらのプロパティーが、ドライバに関連付けられた
ハードウェアに密接に関連しているか、あるいはデバッグ関連のチューニング可
能パラメータのように、ドライバ実装自体の詳細に密接に関連しているからで
す。

データリンクプロパティーのカスタマイズ
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リンクプロパティーには通常、デフォルト値があります。ただし、特定のネット
ワークシナリオでは、特定のプロパティーの値を変更する必要がある場合もありま
す。たとえば、NICは、自動ネゴシエーションを正しく実行しない古いスイッチと
通信する可能性があります。また、スイッチは、ジャンボフレームをサポートする
ように構成されている可能性があります。または、特定のドライバで、パケットの
送信やパケットの受信を制御するドライバ固有のプロパティーを変更する必要があ
る可能性もあります。以降のセクションでは、選択したプロパティーについて説明
し、それらの値をネットワーク環境で機能するように変更する方法について説明し
ます。

ジャンボフレームのサポートの有効化
MTUは、あるプロトコルによってシステムから転送できるパケットの最大サイズを
定義します。大部分のNICドライバでは、MTUサイズがデフォルトで 1500に定義
されています。しかし、ジャンボフレームがネットワークを通過する場合は、デ
フォルト値では不十分です。ジャンボフレームをサポートするには、MTUサイズを
少なくとも 9000にする必要があります。

MTUサイズをデフォルト値から変更するには、次のコマンドを入力します。

# dladm set-linkprop -p mtu=new-size datalink

MTUサイズを変更したあとは、データリンク上の IPインタフェースを再構成できま
す。

次の例は、ジャンボフレームのサポートを有効にする手順を示しています。この例
は、データリンク上の既存の IPインタフェース構成がすでに削除されていることを
前提にしています。

# dladm show-linkprop -p mtu net1

LINK PROPERTY VALUE DEFAULT POSSIBLE

net1 mtu 1500 1500 --

# dladm set-linkprop -p mtu=9000 net1

# dladm show-link web1

LINK CLASS MTU STATE BRIDGE OVER

web1 phys 9000 up -- --

リンク速度パラメータの変更
ほとんどのネットワーク設定は、異なる速度機能を備えたシステムの組み合わせか
ら構成されます。各システムは、ネットワーク内のほかのシステムに速度機能を通
知して、各システムがネットワークトラフィックをどのように送受信するかを知ら
せます。次の対になったデータリンクプロパティーは、システムによって通知され
る速度機能を制御します。

■ adv_10gfdx_cap/en_10gfdx_cap
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■ adv_1000fdx_cap/en_1000fdx_cap
■ adv_1000hdx_cap/en_1000hdx_cap
■ adv_100fdx_cap/en_100fdx_cap
■ adv_100hdx_cap/en_100hdx_cap
■ adv_10fdx_cap/en_10fdx_cap
■ adv_10hdx_cap/en_10hdx_cap

それぞれのリンク速度機能は、通知速度 (adv_*_cap)と有効化通知速度 (en_*_cap)か
らなる一組のプロパティーで参照されます。さらに、プロパティー名に含まれる
*fdx*と *hdx*が示すように、全二重機能と半二重機能のどちらに対してもデータリ
ンク速度の情報が提供されます。通知速度プロパティーは、特定のデータリンク速
度が通知されるかどうかを示す読み取り専用プロパティーです。特定のデータリン
ク速度が通知されるかどうかを決定するには、対応する en_*_capプロパティーを設
定します。

デフォルトでは、データリンクのすべての速度機能と二重機能が通知されます。し
かし、新しいシステムが古いシステムと通信していて、自動ネゴシエーションが無
効または未サポートになっている場合もあります。これらの 2つのシステム間の通
信を有効にするには、古いシステムと新しいシステム間の通知速度を低い値に変更
する必要がある場合があります。場合によっては、システムのギガビット機能をオ
フにする必要があり、低速な速度機能のみが通知されます。この場合は、全二重機
能と半二重機能の両方について、次を入力します。

# dladm set-linkprop -p en_1000fdx_cap=0 datalink
# dladm set-linkprop -p en_1000hdx_cap=0 datalink

このコマンドは、全二重機能と半二重機能について、システムのギガビット機能の
通知をオフにします。

これらのプロパティーの新しい値を表示するには、dladm show-linkpropコマンドを
使用します。

# dladm show-linkprop -p adv_10gfdx_cap datalink
# dladm show-linkprop -p adv_1000hdx_cap datalink

通常、特定の有効化速度プロパティーと対応する通知プロパティーの値は同一で
す。ただし、NICが Power Managementなどの一部の高度な機能をサポートしている
場合は、それらの機能が、ホストとそのリンクパートナーとの間で実際に通知され
るビット数の制限を設定する可能性があります。たとえば、Power Managementを使
用する場合、adv_*_capプロパティーの設定が en_*_capプロパティーの設定のサブ
セットにすぎなくなる可能性があります。

データリンク上の STREAMSモジュールの設定
データリンクが開かれたときにストリーム上にプッシュされる STREAMSモジュール
を、最大 8個まで設定できます。これらのモジュールは通常、仮想プライベート
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ネットワーク (VPN)やファイアウォールなど、他社製のネットワークソフトウェア
によって使用されます。そのようなネットワークソフトウェアに関するドキュメン
トは、ソフトウェアベンダーから提供されています。

特定のデータリンク上にプッシュするモジュールのリストは、autopushプロパ
ティーによって制御されます。また、autopushプロパティーの値は、dladm

set-linkpropサブコマンドを使用することによって設定されます。

また、別個の autopushコマンドを使用して、データリンクのストリーム上にモ
ジュールをドライバ単位でプッシュすることもできます。このコマンドは、ドライ
バごとに設定された構成ファイルを使用して、プッシュするモジュールの情報を取
得します。ただし、ドライバは常にNICにバインドされます。データリンクの
ベースとなるNICが取り外されると、そのリンクの autopushプロパティーの情報も
失われます。

したがって、このためには autopushコマンドではなく dladmコマンドを使用すべき
です。特定のデータリンクでドライバ単位とリンク単位の両方のタイプの autoputsh

構成が存在している場合は、dladm set-linkpropで設定されたリンク単位の情報が使
用され、ドライバ単位の情報は無視されます。

データリンクが開かれたときに STREAMSにモジュールをプッシュするには、同じ
dladm set-linkpropコマンドを使用して、autopushプロパティーのモジュールを指定
します。たとえば、vpnmodおよび bufmodモジュールをリンク net0の上にプッシュす
るには、次を入力します。

# dladm set-linkprop -p autopush=vpnmod.bufmod net0

ダイレクトメモリーアクセスバインディングを使
用するための e1000gドライバの設定
このセクションと次のセクションでは、非公開プロパティーの構成方法を示しま
す。どちらのセクションも、e1000gドライバ固有のプロパティーに適用されま
す。ただし、これらのセクションの一般情報は、ほかのNICドライバの非公開プロ
パティーを構成するときに適用されます。

ファイル転送などの一括トラフィックでは通常、ネットワーク経由で大きなパ
ケットのネゴシエーションが必要となります。そのような場合に、e1000gドライバ
からより高いパフォーマンスを引き出すには、ダイレクトメモリーアクセス (DMA)
バインディングを自動的に使用するようにドライバを構成し、その中でパケットフ
ラグメントサイズのしきい値を定義します。フラグメントサイズがこのしきい値を
超えた場合は、パケットの伝送にDMAバインディングが使用されます。フラグメン
トサイズがこのしきい値以下である場合は、bcopyモードが使用され、事前に割り当
てられた伝送バッファーにフラグメントデータがコピーされます。

# dladm set-linkprop -p _tx_bcopy_threshold=value datalink
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このプロパティーでは、しきい値の有効な値は 60から 2048までの範囲です。

注 –すべてのデータリンクは、汎用名を使用して自動的に命名されます。ベースとな
るNICが e1000gであるデータリンクに対してこの非公開プロパティーが構成されて
いることを確認してください。プロパティーを設定する前に、dladm show-physを使
用して確認してください。

公開プロパティーの構成と同じく、非公開プロパティーの値を変更する前に IPイン
タフェースも削除する必要があります。

たとえば、次のような手順を実行します。

# dladm show-phys

LINK MEDIA STATE SPEED DUPLEX DEVICE

net0 Ethernet up 100Mb full nge0

net1 Ethernet up 100Mb full e1000g0

# dladm set-linkprop -p _tx_bcopy_threshold=1024 net1

割り込みレートの手動設定
e1000gドライバによって割り込みが発行されるレートを制御するプロパ
ティーは、ネットワークやシステムのパフォーマンスにも影響を与えます。通
常、パケットごとに割り込みを生成することによって、ネットワークパケットがス
タックの上位層に配信されます。また、割り込みレートはデフォルトで、カーネル
内のGLD層によって自動的に調整されます。ただし、ネットワークトラフィックの
状態によっては、このモードが望ましくない場合があります。この問題の詳細につ
いては、1996年のUSENIX技術会議で発表されたこのドキュメント (http://
www.stanford.edu/class/cs240/readings/mogul.pdf)を参照してください。した
がって、特定の環境でより良いパフォーマンスを得るには、割り込みレートの手動
設定が必要になります。

割り込みレートを定義するには、次のプロパティーを設定します。

■ _intr_throttling_rateは、ネットワークトラフィックの状態にかかわらず、割り
込み表明間の遅延を決定します。

■ _intr_adaptiveは、割り込みスロットリングレートの自動チューニングを有効に
するかどうかを決定します。デフォルトでは、このプロパティーは有効になって
います。

最初に、割り込みスロットリングレートの自動チューニングをオフにします。次
に、割り込みスロットリングレートプロパティーを手動で設定します。

割り込みスロットリングレートを変更する必要がある e1000g NICを含む x86ベース
のシステムがあるとします。また、e1000g0のデータリンク名が net1であるとしま
す。次のコマンドを入力します。
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# dladm set-linkprop -p _intr_adaptive=0 net1

# dladm set-linkprop -p _intr-throttling_rate=1024 net1

データリンクプロパティーに関するステータス情
報の取得
データリンクプロパティーに関する情報を取得するには、次のいずれかのコマンド
を使用できます。

■ dladm show-linkprop [-p property ] [datalink]
■ dladm show-ether datalink

データリンクプロパティーの表示 (dladm show-linkprop)
この方法については、32ページの「データリンクプロパティーのカスタマイズ」で
説明しています。データリンクプロパティーの完全な一覧を表示するには、プロパ
ティーを指定せずにコマンドを入力します。例:

# dladm show-linkprop net1

LINK PROPERTY VALUE DEFAULT POSSIBLE

net1 speed 1000 -- --

net1 autopush -- -- --

net1 zone -- -- --

net1 duplex half -- half,full

net1 state unknown up up,down

net1 adv_autoneg_cap 1 1 1,0

net1 mtu 1500 1500 --

net1 flowctrl no bi no,tx,rx,bi

net1 adv_1000fdx_cap 1 1 1,0

net1 en_1000fdx_cap 1 1 1,0

net1 adv_1000hdx_cap 1 1 1,0

net1 en_1000hdx_cap 1 1 1,0

net1 adv_100fdx_cap 0 0 1,0

net1 en_100fdx_cap 0 0 1,0

net1 adv_100hdx_cap 0 0 1,0

net1 en_100hdx_cap 0 0 1,0

net1 adv_10fdx_cap 0 0 1,0

net1 en_10fdx_cap 0 0 1,0

net1 adv_10hdx_cap 0 0 1,0

net1 en_10hdx_cap 0 0 1,0

Ethernetプロパティー値の表示 (dladm show-ether)
dladm show-etherコマンドでオプションを使用しなかった場合は、データリンクの現
在の Ethernetプロパティー値のみが表示されます。デフォルトで提供されるものよ
り詳細な情報を取得するには、-xオプションを使用します。次は、このコマンドの
使用方法を示す例です。

# dladm show-ether -x net1

LINK PTYPE STATE AUTO SPEED-DUPLEX PAUSE

net1 current up yes 1G-f both
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-- capable -- yes 1G-fh,100M-fh,10M-fh both

-- adv -- yes 100M-fh,10M-fh both

-- peeradv -- yes 100M-f,10M-f both

-xオプションを使用すると、このコマンドは指定されたリンクの組み込み機能
や、ホストとリンクパートナーとの間で現在通知されている機能も表示します。次
は、直前の例で表示された情報についての説明です。

■ Ethernetデバイスの現在の状態については、リンクは稼働しており、毎秒 1ギガ
ビットの全二重で機能しています。その自動ネゴシエーション機能が有効化され
ており、ホストとリンクパートナーの両方が一時停止フレームを送受信できる双
方向フロー制御が備わっています。この情報は、出力の 1行目に表示されていま
す。

■ 後続の行には、データリンク速度機能に関する情報、通知される実際のデータリ
ンク速度、およびピアシステムからの情報が次のように表示されています。
■ Ethernetデバイスの機能が一覧表示されています。ネゴシエーションタイプは
自動に設定できます。さらに、このデバイスは毎秒 1ギガビット、毎秒 100メ
ガビット、および毎秒 10メガビットの速度を、全二重、半二重の両方でサ
ポートできます。同様に、一時停止フレームはホストとリンクパートナーとの
間でどちらの方向にも送受信できます。

■ net1の機能が次のように通知されています:自動ネゴシエーション、速度 -二
重、一時停止フレームのフロー制御。

■ 同様に、net1のリンクパートナーつまりピアパートナーが、次の機能を通知
しています:自動ネゴシエーション、速度 -二重、一時停止フレームのフ
ロー制御。

dladmコマンドによるその他の構成タスク
このセクションでは、プライマリインタフェースの切り替えや動的再構成 (DR)の実
行など、dladmコマンドを使用することで単純化されたその他の構成手順について説
明します。

▼ システム上のプライマリインタフェースを切り替
える方法
システムのプライマリインタフェースの変更は、データリンクの名前を変更すると
きに行います。次の手順は、次のシステム構成に基づいています。

■ システムに net0と net1という 2つのデータリンクがあります。
■ ベースとなるNICは、それぞれ e1000g0と nge0です。
■ net0上に IPインタフェースが構成されています。この IPインタフェースに
は、常にベースとなるデータリンクの名前が付けられます。
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システムのプライマリインタフェースは、そのインスタンス番号である 0に基づい
て net0です。プライマリインタフェースは e1000g0上に構成されています。次の手
順では、nge0上のデータリンク構成をプライマリインタフェースの構成にする方法
を示します。

管理者になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

システムのデータリンクの物理属性を表示します。
# dladm show-phys

プライマリ IPインタフェースを削除します。
# ipadm delete-ip interface

注 – ipadmコマンドの詳細は、第 4章「IPインタフェースの操作」および ipadm(1M)
のマニュアルページを参照してください。

プライマリリンクの名前を、システム上のほかのデータリンクで使用されていない
名前に置き換えます。
# dladm rename-link primary-link unused-name

プライマリリンク名を、プライマリデバイスになるように指定されたデータリンク
に割り当てます。
# dladm rename-link new-link primary-link

プライマリインタフェースの切り替え

次の例は、システム上のプライマリインタフェースを変更する操作に含まれるすべ
ての手順を組み合わせたものです。この例の最後では、e1000g0上に構成されたプラ
イマリインタフェースが nge0上に構成されたインタフェースに置き換わっていま
す。プライマリリンクを別のNICに切り替えたあとは、新しいNICのデータリンク
上にインタフェースを構成できます。

# dladm show-phys

LINK MEDIA STATE SPEED DUPLEX DEVICE

net0 Ethernet up 100Mb full e1000g0

net1 Ethernet up 100Mb full nge0

# ipadm delete-ip net0

# dladm rename-link net0 oldnet0

# dladm rename-link net1 net0

# ipadm create-ip net0

# ipadm create-addr -a 192.168.10.10/24 net0

ipadm: net0/v4

1

2

3

4

5

例3–1
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# dladm show-phys

LINK MEDIA STATE SPEED DUPLEX DEVICE

oldnet0 Ethernet up 1000 full e1000g0

net0 Ethernet up 1000 full nge0

▼ 動的再構成を使用してネットワークインタ
フェースカードを交換する方法
この手順は、動的再構成 (DR)をサポートするシステムにのみ適用されます。特
に、DRの完了後の構成手順を示します。Oracle Solaris 11では、DRの完了後に
ネットワークリンクを構成し直す必要はなくなりました。代わりに、取り外した
NICのリンク構成を交換したNICに移動するだけです。

この手順では、DR自体の詳しい実行手順は示しません。これらの手順について
は、システムのドキュメントを参照してください。

DRの概要については、『Oracle Solaris 11.1の管理:デバイスとファイルシステム』の
第 4章「デバイスの動的構成 (タスク)」を参照してください。

DRの実行手順はシステムのタイプによって異なります。まず、次を必ず完了してく
ださい。

■ システムがDRをサポートしていることを確認します。
■ システムでのDRを説明した適切なマニュアルを参照します。

Oracle製 SunサーバーのDRに関する最新ドキュメントを見つけるには、http://

www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.htmlで「動的再構成
(dynamic reconfiguration)」を検索します。
Oracle Solaris Cluster環境でのDRの実行については、『Oracle Solaris Clusterシステ
ム管理』を参照してください。

管理者になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

(オプション)データリンクの物理属性や各データリンクのシステム上の場所に関する
情報を表示します。
# dladm show-phys -L

dladm show-phys -L によって表示される情報のタイプの詳細については、dladm(1M)
のマニュアルページを参照してください。

システムのドキュメントの説明に従ってDRを実行します。
この手順を実行するには、システムのDRドキュメントを参照してください。

始める前に

1

2

3
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交換用NICを取り付けたら、次の手順に進みます。

該当する状況に応じて、次のいずれかの手順を実行します。

■ 古いNICと同じスロットに交換用NICを挿入した場合は、手順 5に進みます。

古いNICが以前に占有していたのと同じ場所を新しいNICが使用しているた
め、新しいNICが古いNICのリンク名と構成を継承します。

■ 交換用NICを別のスロットに挿入し、新しいNICが取り外されたNICのデータリ
ンク構成を継承する必要がある場合は、次を入力します。

# dladm rename-link new-datalink old-datalink

new-datalink 古いNICが取り外された場所とは異なるスロットに挿入された交
換用NICのデータリンクを示します。

old-datalink 取り外された古いNICに関連付けられているデータリンク名を示
します。

注 –このシナリオでは、古いNICが取り外されたスロットは空けておく必要があ
ります。

たとえば、スロット 1のNICが取り外され、スロット 2に新しいNICが挿入され
ています。スロット 1にはNICが挿入されていません。スロット 1上のデータリ
ンクが net0で、スロット 2上のデータリンクが net1であるとします。新しいNIC
のデータリンクが古いNICのデータリンク構成を継承するためには、次を入力し
ます。

# dladm rename-link net1 net0

新しいNICリソースがOracle Solarisによって使用可能になるようにして、DRプロセス
を完了します。

たとえば、cfgadmコマンドを使用してNICを構成できます。詳細は、cfgadm(1M)の
マニュアルページを参照してください。

(オプション)リンクの情報を表示します。
dladm show-physまたは dladm show-linkのいずれかを使用して、データリンクに関す
る情報を表示できます。

新しいネットワークカードを取り付けることによる動的再構成の実行

この例は、リンク名 net0の bgeカードを e1000gカードに交換する方法を示していま
す。e1000gがシステムに接続されると、net0のリンク構成が bgeから e1000gに転送
されます。

4

5

6

例3–2
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# dladm show-phys -L

LINK DEVICE LOCATION

net0 bge0 MB

net1 ibp0 MB/RISER0/PCIE0/PORT1

net2 ibp1 MB/RISER0/PCIE0/PORT2

net3 eoib2 MB/RISER0/PCIE0/PORT1/cloud-nm2gw-2/1A-ETH-2

管理者は、cfgadmを使用して bgeを取り外し、その代わりに e1000gを取り付けるな
ど、DR固有の手順を実行します。カードを取り付けると、e1000g0のデータリンク
は自動的に名前 net0を引き継ぎ、そのリンク構成を継承します。

# dladm show-phys -L

LINK DEVICE LOCATION

net0 e1000g0 MB

net1 ibp0 MB/RISER0/PCIE0/PORT1

net2 ibp1 MB/RISER0/PCIE0/PORT2

net3 eoib2 MB/RISER0/PCIE0/PORT1/cloud-nm2gw-2/1A-ETH-2

# dladm show-link

LINK CLASS MTU STATE OVER

net0 phys 9600 up ---

net1 phys 1500 down ---

net2 phys 1500 down --

net3 phys 1500 down ---

dladmコマンドによるその他の構成タスク
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IPインタフェースの操作

この章では、ipadmコマンドと、IPインタフェースに対するこのコマンドの使用方法
について説明します。ipadmコマンドとその利点の概要については、16ページ
の「ipadmコマンド」を参照してください。

次の内容について説明します。

■ 43ページの「基本的な ipadmコマンド」
■ 45ページの「IPインタフェースのプロパティーの設定」
■ 47ページの「IPアドレスのプロパティーの設定」
■ 48ページの「TCP/IPプロトコルのプロパティーの設定」
■ 55ページの「IPインタフェースとアドレスの監視」

基本的な ipadmコマンド
23ページの「IPインタフェースを構成する方法」では、3つの主要な ipadmサブコマ
ンドを紹介しました。

■ ipadm

■ ipadm create-ip

■ ipadm create-addr

このセクションでは、IPインタフェースに対する ipadmコマンドのその他の選択さ
れた用途について説明します。この一覧は完全なものではありません。ipadmコマン
ドと使用可能なすべてのサブコマンドおよびオプションの完全な説明について
は、ipadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

IPインタフェース構成の削除 (ipadm delete-ip)
データリンク上に構成された IPインタフェースを削除するには、このコマンドを使
用します。このコマンドは、特定のデータリンク構成を行うときに特に重要で
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す。たとえば、データリンク上に IPインタフェースが構成されていると、その
データリンクの名前変更が失敗します。データリンクの名前を変更する前に、まず
ipadm delete-ipを実行する必要があります。

通常、このコマンドはほかの ipadmおよび dladmサブコマンドと一緒に使用します
(システムのプライマリインタフェースの変更など)。このタスクでは、インタ
フェースを削除し、リンクの名前を変更してから、名前が変更されたデータリンク
上にインタフェースを再構成する必要があります。順序は次のとおりです。

# ipadm delete-ip interface
# dladm rename-link old-name new-name
# ipadm create-ip interface
# ipadm create-address parameters

31ページの「データリンクの名前変更 (dladm rename-link)」のプライマリインタ
フェースを変更する例を参照してください。データリンク名の変更後に IPインタ
フェースを再構成するには、23ページの「IPインタフェースを構成する方法」を参
照してください。

IPインタフェース構成の無効化 (ipadm
disable-ip)
デフォルトでは、ipadm create-ipで IPインタフェースを作成したときに、そのイン
タフェースに UPフラグが設定され、そのインタフェースがアクティブな構成の一部
になります。アクティブな構成を破棄せずに構成からインタフェースを削除するに
は、ipadm disable-ipサブコマンドを使用します。このコマンドは、特定のインタ
フェースに DOWNフラグを設定します。

# ipadm disable-ip interface

IPインタフェースを使用可能にし、そのフラグを UPにするには、次を入力します。

# ipadm enable-ip interface

ヒント –インタフェースのステータスを表示するには、ipadmを使用します。56
ページの「IPインタフェースに関する情報の取得」を参照してください。

インタフェースのアドレスの削除 (ipadm
delete-addr)
このコマンドは、IPインタフェースの特定のアドレス構成を削除します。このコマ
ンドは、特定のインタフェースの IPアドレスを変更するときに便利です。新しいア
ドレス構成を割り当てる前に、元のアドレス構成を削除する必要があります。次の
一般的な手順を実行します。

基本的な ipadmコマンド
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# ipadm delete-addr addrobj
# ipadm create-addr parameters

インタフェースの IPアドレスの作成例については、23ページの「IPインタフェース
を構成する方法」を参照してください。

注 – 1つのインタフェースに複数のアドレスを構成できます。各アドレスは、アドレ
スオブジェクトによって識別されます。確実に正しいアドレスを削除するには、ア
ドレスオブジェクトを知っている必要があります。システム上のインタフェースア
ドレスを表示するには、ipadm show-addrサブコマンドを使用します。アドレスオブ
ジェクトの説明については、23ページの「IPインタフェースを構成する方法」を参
照してください。アドレスの表示の詳細は、59ページの「IPアドレスに関する情報
の取得」を参照してください。

IPインタフェースのプロパティーの設定
このセクションでは、ipadmコマンドを使用して選択した IPインタフェースのプロ
パティーを設定する方法について説明します。

IPインタフェースには、データリンクと同様に、特定のネットワーク環境に合わせ
てカスタマイズできるプロパティーがあります。各インタフェースには 2つのプロ
パティーセットが存在します。1つは IPv4プロトコル用のセットで、もう 1つは IPv6
プロトコル用のセットです。MTUなどの一部のプロパティーは、データリンクと IP
インタフェースの両方に共通です。そのため、データリンクに対してあるMTU値を
構成し、そのリンク上に構成されているインタフェースに対して別のMTU値を構成
できます。さらに、その IPインタフェースをたどる IPv4パケットと IPv6パケットに
適用される異なるMTU値を構成できます。

IPインタフェースのプロパティーを設定するには、3つの ipadmサブコマンドを使用
します。

■ ipadm show-ifprop -p property interface サブコマンドは、IP インタフェースのプロ
パティーとそれらの現在値を表示します。-p propertyオプションを使用しな
かった場合は、IPインタフェースのすべてのプロパティーが一覧表示されま
す。IPインタフェースを指定しなかった場合は、すべての IPインタフェースのす
べてのプロパティーが一覧表示されます。

■ ipadm set-ifprop -p property=value interface サブコマンドは、IP インタフェースの
プロパティーに値を割り当てます。

■ ipadm reset-ifprop -p property interface サブコマンドは、特定のプロパティーを
そのデフォルト値にリセットします。

IPインタフェースのプロパティーの設定
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パケット転送の有効化
ネットワーク内で、あるホストは、別のホストシステムに宛てられたデータパ
ケットを受信できます。受信側のローカルシステムでパケット転送を有効にするこ
とによって、そのシステムは、データパケットを宛先ホストに転送できます。デ
フォルトでは、IP転送は無効になっています。

パケット転送は、IPインタフェースとTCP/IPプロトコルのどちらにも設定できるプ
ロパティーによって管理されます。パケットの転送方法を選択できるようにする場
合は、IPインタフェース上でパケット転送を有効にします。たとえば、複数のNIC
を備えたシステムがあるとします。一部のNICが外部ネットワークに接続されてい
るのに対して、その他のNICはプライベートネットワークに接続されています。そ
のため、すべてのインタフェースではなく、一部のインタフェース上でのみパ
ケット転送を有効にします。

TCP/IPプロトコルのプロパティーを設定することで、システム上でグローバルにパ
ケット転送を有効化することもできます。49ページの「グローバルなパケット転送
の有効化」を参照してください。

注 – IPインタフェースとプロトコルの forwardingプロパティーは、どちらも排他的
ではありません。インタフェースとプロトコルのプロパティーを同時に設定できま
す。たとえば、プロトコル上でグローバルにパケット転送を有効にしてから、シス
テム上の IPインタフェースごとにパケット転送をカスタマイズできます。した
がって、そのシステムではパケット転送はグローバルに有効ですが、選択的でもあ
ります。

IPインタフェース上でパケット転送を有効にするには、次のコマンドを使用しま
す。

# ipadm set-ifprop forwarding=on [-m protocol-version] interface

ここで、protocol-versionは IPv4または IPv6のどちらかです。このコマンドは、IPv4
パケットと IPv6パケットで別個に実行する必要があります。

次は、システム上で IPv4パケット転送のみを有効にする方法の例です。

# ipadm show-ifprop -p forwarding net0

IFNAME PROPERTY PROTO PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

net0 forwarding ipv4 rw off off off on,off

net0 forwarding ipv6 rw off -- off on,off

# ipadm set-ifprop -p forwarding=on -m ipv4 net0

# ipadm show-ifprop net0

IFNAME PROPERTY PROTO PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

...

net0 forwarding ipv4 rw on on off on,off

...

IPインタフェースのプロパティーの設定
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IPアドレスのプロパティーの設定
ipadmコマンドを使用すると、IPアドレスがインタフェースに割り当てられたあと
で、それらのアドレス固有のプロパティーを設定できます。これらのプロパ
ティーを設定することによって、次のことを決定できます。

■ ネットマスクの長さ
■ IPアドレスをアウトバウンドパケットの発信元アドレスとして使用できるかどう
か

■ アドレスが大域ゾーンまたは非大域ゾーンのどちらに属するか
■ アドレスがプライベートアドレスであるかどうか

IPアドレスのプロパティーを操作するときは、次の ipadmサブコマンドを使用しま
す。

■ ipadm show-addrprop [-p property] [addrobj] サブコマンドは、使用するオプ
ションに応じてアドレスのプロパティーを表示します。

すべての IPアドレスのプロパティーを一覧表示するには、プロパティーおよびア
ドレスオブジェクトを指定しません。1つのプロパティーの値をすべての IPアド
レスについて一覧表示するには、そのプロパティーのみを指定します。特定のア
ドレスオブジェクトのすべてのプロパティーを一覧表示するには、アドレスオブ
ジェクトのみを指定します。

■ ipadm set-addrprop -p property=value addrobj サブコマンドは、アドレスのプロパ
ティーに値を割り当てます。一度に設定できるアドレスのプロパティーは 1つだ
けです。

■ ipadm reset-addrprop -p property addrobj サブコマンドは、アドレスのプロパ
ティーをデフォルト値に戻します。

注 –特定のインタフェースの IPアドレスを変更する場合は、set-addresspropサブコ
マンドを使用しないでください。代わりに、そのアドレスオブジェクトを削除
し、新しい IPアドレスを使用して新しいオブジェクトを作成します。44ページ
の「インタフェースのアドレスの削除 (ipadm delete-addr)」を参照してください。

たとえば、ある IPアドレスのネットマスクを変更するとします。この IPアドレス
は、IPインタフェース net3上に構成され、アドレスオブジェクト名 net3/v4で識別
されます。次のコマンドは、ネットマスクの改訂方法を示しています。

# ipadm show-addr

ADDROBJ TYPE STATE ADDR

lo0/? static ok 127.0.0.1/8

net3/v4 static ok 192.168.84.3/24

# ipadm show-addrprop -p prefixlen net3/v4

ADDROBJ PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

net3/v4 prefixlen rw 24 24 24 1-30,32

IPアドレスのプロパティーの設定
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# ipadm set-addrprop -p prefixlen=8 net3/v4

# ipadm show-addrprop -p prefixlen net3/v4

ADDROBJ PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

net3/v4 prefixlen rw 8 24 24 1-30,32

TCP/IPプロトコルのプロパティーの設定
プロトコルのプロパティー (チューニング可能パラメータとも呼ばれる)を構成する
には、ipadmコマンドを使用します。ipadmは、チューニング可能パラメータを設定
するために以前のリリースで一般的に使用されていた nddコマンドを置き換えま
す。

TCP/IPプロパティーは、インタフェースベースまたはグローバルのどちらにもでき
ます。プロパティーを特定のインタフェースに適用することも、ゾーン内のすべて
のインタフェースにグローバルに適用することもできます。グローバルなプロパ
ティーは、非大域ゾーンごとに異なる値にすることができます。サポートされるプ
ロトコルのプロパティーの一覧については、ipadm(1M)のマニュアルページを参照し
てください。

ネットワークが機能するには、通常、TCP/IPインターネットプロトコルのデフォル
ト値で十分です。ただし、デフォルト値が特定のネットワークトポロジに対して十
分でない場合は、必要に応じてこれらのプロパティーをカスタマイズできます。

TCP/IPインタフェースのプロパティーを設定するには、3つの ipadmサブコマンドを
使用します。

■ ipadm show-prop -p property protocol コマンドは、プロトコルのプロパティーとそ
れらの現在値を表示します。-p propertyオプションを使用しなかった場合は、プ
ロトコルのすべてのプロパティーが一覧表示されます。プロトコルを指定しな
かった場合は、すべてのプロトコルのすべてのプロパティーが一覧表示されま
す。

■ ipadm set-prop -p property=value protocol サブコマンドは、IP インタフェースのプ
ロパティーに値を割り当てます。

■ ipadm reset-prop -p property protocol サブコマンドは、特定のプロトコルのプロ
パティーをそのデフォルト値にリセットします。

TCP/IPプロトコルのプロパティーの設定
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注 –プロパティーが複数の値を受け取ることができる場合は、次のように+=修飾子
を使用してプロパティーに複数の値を割り当てます。

ipadm set-prop -p property+=value1 [value2 value3 ...]

プロパティーの値のセットから 1つの値を削除するには、次のように −=修飾子を使
用します。

ipadm set-prop -p property-=value2

グローバルなパケット転送の有効化
46ページの「パケット転送の有効化」では、インタフェース上でパケット転送を有
効にする方法を示します。IPインタフェースのプロパティーでパケット転送を設定
すると、この機能を選択的に実装できます。このプロパティーは、システム上の特
定のインタフェース上でのみ有効にできます。

IPインタフェースの数に関係なく、システム全体でパケット転送を有効にするに
は、プロトコルのプロパティーを使用します。プロトコルでのプロパティー名
は、IPインタフェースと同じ forwardingです。このコマンドは、IPv4プロトコルと
IPv6プロトコルでパケット転送を有効にするために別個に実行する必要がありま
す。

次の例は、システム上のすべての IPv4および IPv6トラフィックに対してパケット転
送を有効にする方法を示しています。

# ipadm show-prop -p forwarding ip

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

ipv4 forwarding rw off -- off on,off

ipv6 forwarding rw off -- off on,off

#

# ipadm set-prop -p forwarding=on ipv4

# ipadm set-prop -p forwarding=on ipv6

#

# ipadm show-prop ip

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

ipv4 forwarding rw on on off on,off

ipv4 ttl rw 255 -- 255 1-255

ipv6 forwarding rw on on off on,off

ipv6 hoplimit rw 255 -- 255 1-255#

TCP/IPプロトコルのプロパティーの設定
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注 – IPインタフェースとプロトコルの forwardingプロパティーは、どちらも排他的
ではありません。インタフェースとプロトコルのプロパティーを同時に設定できま
す。たとえば、プロトコル上でグローバルにパケット転送を有効にしてから、シス
テム上の IPインタフェースごとにパケット転送をカスタマイズできます。した
がって、そのシステムではパケット転送はグローバルに有効ですが、選択的でもあ
ります。

特権ポートの設定
TCP、UDP、SCTPなどのトランスポートプロトコルでは、ポート 1–1023はデフォル
トの特権ポートであり、rootアクセス権で実行されるプロセスのみがこれらの
ポートにバインドできます。ipadmコマンドを使用することにより、この指定された
デフォルト範囲を超えて、あるポートを特権ポートになるように予約することがで
きます。したがって、rootプロセスのみがそのポートにバインドできます。特権
ポートを設定するには、トランスポートプロトコルの次のプロパティーをカスタマ
イズします。

■ smallest_nonpriv_port −通常のユーザーがバインドできるポート番号の範囲を示
す値を持つプロパティー。指定されたポートがこの範囲内にある場合は、その
ポートを特権ポートとして設定できます。プロパティーの値を表示するに
は、ipadm show-propコマンドを使用します。

■ extra_priv_ports −どのポートに特権があるかを示すプロパティー。制限する
ポートを指定するには、ipadm set-propサブコマンドを使用します。このプロパ
ティーには複数の値を割り当てることができます。

たとえば、TCPポート 3001および 3050を、rootユーザーのみにアクセスを制限する
特権ポートとして設定するとします。smallest_nonpriv_portプロパティーは、1024

が非特権ポートの最小ポート番号であることを示しています。したがって、指定さ
れたポート 3001および 3050は特権ポートに変更できます。次のようなコマンドを実
行して処理を進めます。

# ipadm show-prop -p smallest_nonpriv_port tcp

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

tcp smallest_nonpriv_port rw 1024 -- 1024 1024-32768

# ipadm show-prop -p extra_priv_ports tcp

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

tcp extra_priv_ports rw 2049,4045 -- 2049,4045 1-65535

# ipadm set-prop -p extra_priv_ports+=3001 tcp

# ipadm set-prop -p extra_priv_ports+=3050 tcp

# ipadm show-prop -p extra_priv_ports tcp

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

tcp extra_priv_ports rw 2049,4045 3001,3050 2049,4045 1-65535

3001,3050
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特権ポートからいずれかのポート (たとえば、4045)を削除するには、次のコマンド
を入力します。

# ipadm set-prop -p extra_priv_ports-=4045 tcp

# ipadm show-prop -p extra_priv_ports tcp

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

tcp extra_priv_ports rw 2049,3001 3001,3050 2049,4045 1-65535

3050

マルチホームホストに対する対称ルーティングの
実装
デフォルトでは、複数のインタフェースを備えたシステム (マルチホームホストとも
呼ばれる)は、ルーティングテーブル内のトラフィックの宛先への最長一致ルートに
基づいてネットワークトラフィックをルーティングします。宛先への長さが等しい
ルートが複数存在する場合、Oracle Solarisはこれらのルートにトラフィックを分散さ
せるために等コストマルチパス (ECMP)アルゴリズムを適用します。

この方法でのトラフィックの分散が、場合によっては最適でないことがありま
す。ある IPパケットが、そのパケット内の IP発信元アドレスと同じサブネット上に
存在しないマルチホームホスト上のインタフェース経由で送信される可能性があり
ます。さらに、送信パケットが特定の受信要求への応答 (ICMPエコー要求など)であ
る場合は、要求と応答が同じインタフェースをたどらない可能性があります。トラ
フィックのこのようなルーティング構成を非対称ルーティングと呼びます。イン
ターネットサービスプロバイダがRFC 3704 (http://rfc-editor.org/rfc/bcp/
bcp84.txt)に記載されているイングレスフィルタリングを実装している場合は、非
対称ルーティング構成のために、送信パケットがプロバイダによって破棄されるこ
とがあります。

RFC 3704は、インターネット全体にわたるサービス拒否攻撃の制限を目的にしてい
ます。この目的に従うには、ネットワークを対称ルーティング用に構成する必要が
あります。Oracle Solarisでは、IPの hostmodelプロパティーを使用して、この要件を
満たすことができます。このプロパティーは、マルチホームホスト経由で受信また
は送信されている IPパケットの動作を制御します。

hostmodelプロパティーは、3つの値のいずれかに設定できます。

strong RFC 1122で定義されている強い終端システム (ES)モデルに対応しま
す。この値によって、対称ルーティングが実装されます。

weak RFC 1122で定義されている弱い ESモデルに対応します。この値で
は、マルチホームホストは非対称ルーティングを使用します。

src-priority 優先ルートを使用してパケットルーティングを構成しま
す。ルーティングテーブル内に複数の宛先ルートが存在する場
合、優先ルートは、送信パケットの IP発信元アドレスが構成され
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ているインタフェースを使用するルートです。このようなルートが
存在しない場合、送信パケットは、そのパケットの IP宛先への一
致する最長のルートを使用します。

次の例は、マルチホームホストに対して IPパケットの対称ルーティングを実装する
方法を示しています。

# ipadm set-prop -p hostmodel=strong ip

# ipadm show-prop -p hostmodel ip

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

ipv6 hostmodel rw strong -- weak strong,

src-priority,

weak

ipv4 hostmodel rw strong -- weak strong,

src-priority,

weak

トラフィックの輻輳制御の実装
ネットワークの輻輳は通常、ネットワークが対応できる量を上回るパケットを
ノードが送信したときに、ルーターバッファーオーバーフローの形で発生しま
す。トラフィックの輻輳は、さまざまなアルゴリズムによって送信側システムに対
する制御を設定することで回避されます。これらのアルゴリズムは、Oracle Solarisで
サポートされており、オペレーティングシステムに容易に追加したり、直接プラグ
インしたりできます。

次の表では、サポートされているアルゴリズムを一覧表示し、説明します。

アルゴリズム Oracle Solaris名 説明

NewReno newreno Oracle Solarisのデフォルトアルゴリズ
ム。制御メカニズムには、送信側の輻輳
ウィンドウ、スロースタート、および輻
輳回避があります。

HighSpeed highspeed 高速ネットワーク用のもっとも有名かつ
シンプルなNewRenoの修正版の 1つ。

CUBIC cubic Linux 2.6の現在のデフォルトアルゴリズ
ム。輻輳回避フェーズを線形的なウィン
ドウ増加から cubic関数に変更します。

Vegas vegas 実際のパケットロスを発生させずに輻輳
を予測しようとする典型的な遅延ベース
のアルゴリズム。
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輻輳制御を有効にするには、次に示す制御関連のTCPプロパティーを設定しま
す。これらのプロパティーはTCPについて表示されますが、これらのプロパ
ティーによって有効になる制御メカニズムは、SCTPトラフィックにも適用されま
す。

■ cong_enabled –システムで現在動作中のアルゴリズムをコンマで区切ったリスト
が格納されます。アルゴリズムを追加または削除して、使用するアルゴリズムの
みを有効にすることができます。このプロパティーには複数の値を設定できま
す。このため、行う変更に応じて +=修飾子または -=修飾子を使用する必要があ
ります。

■ cong_default –アプリケーションがソケットオプション内でアルゴリズムを明示
的に指定しない場合にデフォルトで使用されるアルゴリズム。現
在、cong_defaultプロパティーの値は大域ゾーンと非大域ゾーンの両方に適用さ
れます。

プロトコルに輻輳制御のアルゴリズムを追加するには、次のコマンドを実行しま
す。

# ipadm set-prop -p cong_enabled+=algorithm tcp

アルゴリズムを削除するには、次のコマンドを実行します。

# ipadm set-prop -p cong_enabled-=algorithm tcp

デフォルトのアルゴリズムを置き換えるには、次のコマンドを実行します。

# ipadm set-prop -p cong_default=algorithm tcp

注 –アルゴリズムを追加または削除するときに従う順序の規則はありません。ほかの
アルゴリズムをプロパティーに追加する前に、アルゴリズムを削除できます。ただ
し、cong_defaultプロパティーには定義済みのアルゴリズムが常に設定されている
必要があります。

次の例は、輻輳制御を実装するために実行する手順を示しています。この例で
は、TCPプロトコルのデフォルトのアルゴリズムが newrenoから cubicに変更されて
います。次に、vegasアルゴリズムが有効なアルゴリズムのリストから削除されてい
ます。

# ipadm show-prop -p cong_default,cong_enabled tcp

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

tcp cong_default rw newreno -- newreno -

tcp cong_enabled rw newreno,cubic, -- newreno newreno,cubic,

highspeed, highspeed,vegas

vegas

# ipadm set-prop -p cong_enabled-=vegas tcp

# ipadm set-prop -p cong_default=cubic tcp
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# ipadm show-prop -p cong_default,confg_enabled tcp

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

tcp cong_default rw cubic -- newreno -

tcp cong_enabled rw newreno,cubic, -- newreno newreno,cubic,

highspeed highspeed,vegas

TCP受信バッファーサイズの変更
TCP受信バッファーのサイズは、TCPプロパティー recv_buf (デフォルトでは 128K
バイト)を使用して設定します。しかし、アプリケーションは利用可能な帯域幅を均
等に使用しません。このため、接続待ち時間に応じてデフォルトのサイズを変更す
る必要があります。たとえば、Oracle Solarisの Secure Shell機能を使用する
と、データストリームに対して追加のチェックサム処理や暗号化処理が実行される
ため、帯域幅の使用量にオーバーヘッドが発生します。したがって、バッファーサ
イズを増やす必要がある可能性があります。同様に、一括転送を行うアプリ
ケーションが帯域幅を効率的に使用するために、同じバッファーサイズ調整が必要
です。

次のように帯域幅遅延積 (BDP)を推定することで、使用する正しい受信
バッファーサイズを計算できます。

BDP = available_bandwidth * connection-latency

接続待ち時間の値を取得するには、ping -s host を使用します。帯域幅の使用量を推
定するには、uperfおよび iperfツールを使用します。

適切な受信バッファーサイズは、BDPの値に近似します。ただし、帯域幅の使用量
はさまざまな条件によって左右されます。インフラストラクチャーの共有や、帯域
幅の使用で競合するアプリケーションとユーザーの数によって、その推定値は変化
します。

バッファーサイズの値を変更するには、次の構文を使用します。

# ipdadm set-prop -p recv_buf=value tcp

次の例は、バッファーサイズを 164Kバイトに増やす方法を示しています。

# ipadm show-prop -p recv_buf tcp

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

tcp recv_buf rw 128000 -- 128000 2048-1048576

# ipadm set-prop -p recv_buf=164000 tcp

# ipadm show-prop -p recv_buf tcp

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

tcp recv_buf rw 164000 -- 164000 2048-1048576
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推奨されるバッファーサイズは状況によって異なるため、推奨設定値はありませ
ん。固有の条件を持つネットワークごとに BDPの値が異なることを示す、次の
ケースを考慮してください。

バッファーサイズのデフォルト値が 128Kバイトである標準的な 1Gビット/秒 LAN:

BDP = 128 MBps * 0.001 s = 128 kB

待ち時間が 100ミリ秒である架空の 1Gビット/秒WAN:

BDP = 128 MBps * 0.1 s = 12.8 MB

欧州米国間リンク (uperfで帯域幅を測定)

BDP = 2.6 MBps * 0.175 = 470 kB

BDPを計算できない場合は、次の所見をガイドラインとして使用します。

■ LAN経由の一括転送では、バッファーサイズの値は 128Kバイトで十分です。
■ ほとんどのWAN配備では、受信バッファーサイズは 2Mバイトの範囲内にすべ
きです。

注意 – TCP受信バッファーサイズを増やすと、多くのネットワークアプリケーション
のメモリーフットプリントも増加します。

IPインタフェースとアドレスの監視
IPインタフェースとそれらのプロパティーに関する情報を監視および取得するに
は、ipadmコマンドを使用します。このコマンドを単独で使用すると、システム上の
IPインタフェースに関する一般情報が表示されます。ただし、次の構文を使用する
ことにより、サブコマンドを使用して表示する情報を制限することもできます。

ipadm show-* [other-arguments] [interface]

■ インタフェースの情報のみを取得するには、ipadm show-ifを使用します。

■ アドレスの情報のみを取得するには、ipadm show-addrを使用します。

■ インタフェースのプロパティーに関する情報を取得するには、ipadm show-ifprop

を使用します。

■ アドレスのプロパティーに関する情報を取得するには、ipadm show-addrpropを使
用します。

このセクションでは、ipadmサブコマンドを使用してインタフェースの情報を取得す
る方法の例をいくつか示します。ipadm show-*コマンドで表示されるすべての
フィールドの説明については、ipadm(1M)のマニュアルページを参照してください。
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IPインタフェースに関する一般情報の取得
サブコマンドを付けずに ipadmコマンドを使用すると、システムのすべての IPイン
タフェースに関するデフォルトの情報が提供されます。例:

# ipadm

NAME CLASS/TYPE STATE UNDER ADDR

lo0 loopback ok -- --

lo0/v4 static ok -- 127.0.0.1/8

lo0/v6 static ok -- ::1/128

net0 ip ok -- --

net0/v4 static ok -- 10.132.146.233/23

net0/v4 dhcp ok -- 10.132.146.234/23

ipmp0 ipmp degraded -- --

ipmp0/v6 static ok -- 2001:db8:1:2::4c08/128

net1 ip failed ipmp0 --

net1/v6 addrconf ok -- fe80::124:4fff:fe58:1831/10

net2 ip ok ipmp0 --

net2/v6 addrconf ok -- fe80::214:4fff:fe58:1832/10

iptun0 ip ok -- --

iptun0/v4 static ok -- 172.16.111.5->172.16.223.75

iptun0/v6 static ok -- fe80::10:5->fe80::223:75

iptun0/v6a static ok -- 2001:db8:1a0:7::10:5->2001:db8:7a82:64::223:75

このサンプル出力では、次の情報が提供されています。

■ IPインタフェース。
■ 各インタフェースのクラス。
■ 各インタフェースの状態。
■ インタフェースのステータス (「スタンドアロン」の IPインタフェースである
か、別のタイプのインタフェース構成のベースとなるインタフェースである
か)。この例では、net1と net2は、UNDER列に示されているように ipmp0のベース
となるインタフェースです。

■ インタフェースに関連付けられたアドレスオブジェクト。アドレスオブジェクト
は特定の IPアドレスを識別します。これらのアドレスオブジェクト
は、「NAME」見出しの下に一覧表示され、インタフェース名と区別するためにイ
ンデントされます。

■ IPアドレスのタイプ。「CLASS/TYPE」見出しの下にインデントされ、staticや
dhcpなどがあります。

■ 「ADDRESS」列の下に一覧表示される実際のアドレス。

このように、ipadmコマンドはシステムのインタフェースの全体像を提供します。

IPインタフェースに関する情報の取得
IPインタフェースに関する情報を取得するには、ipadm show-if [interface]サブコマ
ンドを使用します。インタフェースを指定しない場合は、この情報にシステム上の
すべてのインタフェースが含まれます。
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コマンド出力の各フィールドは、次の内容を示します。

IFNAME 情報が表示されているインタフェースを示します。

CLASS インタフェースのクラスを示します。次の 4つのいずれかです。
■ ipは IPインタフェースを示します。
■ ipmpは IPMPインタフェースを示します。
■ vniは仮想インタフェースを示します。
■ loopbackは、自動的に作成されるループバックインタフェースを示し
ます。ループバックインタフェースを除き、残りの 3つのインタ
フェースクラスは手動で作成できます。

STATE インタフェースのステータスを示しま
す。ok、offline、failed、down、disabledのいずれかです。

failedのステータスは IPMPグループに適用され、ダウンしているために
トラフィックをホストできないデータリンクまたは IPインタフェースを
示す場合があります。IPインタフェースが IPMPグループに属している場
合、IPMPインタフェースは、グループ内のほかのアクティブな IPインタ
フェースを使用してトラフィックを引き続き送受信できます。

downのステータスは、管理者によってオフラインに切り替えられた IPイ
ンタフェースを示します。

disableのステータスは、ipadm disable-ifコマンドを使用して unplumb
されている IPインタフェースを示します。

ACTIVE インタフェースがトラフィックをホストするために使用されているかどう
かを示し、yesまたは noのどちらかに設定されます。

OVER インタフェースの IPMPクラスにのみ適用され、IPMPインタフェースま
たはグループを構成するベースとなるインタフェースを示します。

次は、このコマンドによって提供される情報の例です。

# ipadm show-if

IFNAME CLASS STATE ACTIVE OVER

lo0 loopback ok yes --

net0 ip ok yes --

net1 ip ok yes --

tun0 ip ok yes --
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IPインタフェースのプロパティーに関する情報の
取得
IPインタフェースのプロパティーに関する情報については、ipadm show-ifprop

[interface]コマンドを使用します。プロパティーまたはインタフェースを指定しな
かった場合は、システム上のすべての IPインタフェースのすべてのプロパティーに
関する情報が提供されます。

コマンド出力の各フィールドは、次の内容を示します。

IFNAME 情報が表示されている IPインタフェースを示します。

PROPERTY インタフェースのプロパティーを示します。インタフェースには、複
数のプロパティーが含まれる場合があります。

PROTO プロパティーが適用されるプロトコル (IPv4または IPv6のどちらか)
を示します。

PERM 指定されたプロパティーの許可されるアクセス権を示します。読み取
り専用、書き込みのみ、またはその両方のいずれかです。

CURRENT アクティブな構成内のプロパティーの現在値を示します。

PERSISTENT システムがリブートされたときに再適用されるプロパティーの値を示
します。

DEFAULT 指定されたプロパティーのデフォルト値を示します。

POSSIBLE 指定されたプロパティーに割り当てることのできる値の一覧を示しま
す。数値の場合は、受け入れ可能な値の範囲が表示されます。

注 –いずれかのフィールド値が不明である場合 (たとえば、情報を要求されているプ
ロパティーがインタフェースでサポートされていない場合)、その値は疑問符 (?)と
して表示されます。

次は、ipadm show-ifpropサブコマンドによって提供される情報の例です。

# ipadm show-ifprop -p mtu net1

IFNAME PROPERTY PROTO PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

net1 mtu ipv4 rw 1500 -- 1500 68-1500

net1 mtu ipv6 rw 1500 -- 1500 1280-1500
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IPアドレスに関する情報の取得
IPアドレスに関する情報を取得するには、ipadm show-addr [interface]サブコマンド
を使用します。インタフェースを指定しなかった場合は、システム上のすべての IP
アドレスに関する情報が提供されます。

コマンド出力の各フィールドは、次の内容を示します。

ADDROBJ IPアドレスが表示されるアドレスオブジェクトを指定します。

TYPE IPアドレスが static、 dhcp、addrconfのいずれであるかを示しま
す。addrconfの値は、アドレスがステートレスまたはステートフルアド
レス構成を使用して取得されたことを示します。

STATE アクティブな構成内のアドレスオブジェクトのステータスを示しま
す。これらの値の完全な一覧については、ipadm(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

ADDR インタフェース上に構成されている IPアドレスを指定します。このアド
レスは IPv4または IPv6のどちらかです。トンネルインタフェースで
は、ローカルアドレスとリモートアドレスの両方が表示されます。

トンネルの詳細は、『Oracle Solaris 11.1ネットワークの構成と管理』の第
6章「IPトンネルの構成」を参照してください。

次は、ipadm show-addrサブコマンドによって提供される情報の例です。

# ipadm show-addr

ADDROBJ TYPE STATE ADDR

lo0/v4 static ok 127.0.0.1/8

net0/v4 static ok 192.168.84.3/24

tun0/v4 static ok 172.16.134.1-->172.16.134.2

このコマンドにインタフェースを指定し、そのインタフェースに複数のアドレスが
ある場合は、次のような情報が表示されます。

# ipadm show-addr net0

ADDROBJ TYPE STATE ADDR

net0/v4 static ok 192.168.84.3/24

net0/v4a static ok 10.0.1.1/24

net0/v4bc static ok 172.16.10.1

interface/?として表示されているアドレスオブジェクトは、そのアドレスが libipadm

APIを使用しなかったアプリケーションによってインタフェース上に構成されたこと
を示しています。このようなアプリケーションは、アドレスオブジェクト名で
interface/ user-defined-stringという形式が使用されることを要求する ipadmコマンドの
制御下にはありません。IPアドレスの割り当ての例については、23ページの「IPイ
ンタフェースを構成する方法」を参照してください。
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IPアドレスのプロパティーに関する情報の取得
IPアドレスのプロパティーに関する情報を取得するには、ipadm show-addrprop

[addrobj]サブコマンドを使用します。すべてのプロパティーを一覧表示するに
は、addrobjオプションを省略します。1つのプロパティーをすべての IPアドレスに
ついて一覧表示するには、そのプロパティーのみを指定します。特定のアドレスの
すべてのプロパティーを一覧表示するには、addrobjオプションのみを指定します。

コマンド出力の各フィールドは、次の内容を示します。

ADDROBJ プロパティーが表示されているアドレスオブジェクトを示します。

PROPERTY アドレスオブジェクトのプロパティーを示します。アドレスオブ
ジェクトには、複数のプロパティーが含まれる場合があります。

PERM 指定されたプロパティーの許可されるアクセス権を示します。読み取
り専用、書き込みのみ、またはその両方のいずれかです。

CURRENT 現在の構成内のプロパティーの実際の値を示します。

PERSISTENT システムがリブートされたときに再適用されるプロパティーの値を示
します。

DEFAULT 指定されたプロパティーのデフォルト値を示します。

POSSIBLE 指定されたプロパティーに割り当てることのできる値の一覧を示しま
す。数値の場合は、受け入れ可能な値の範囲が表示されます。

次は、ipadm show-addrpropサブコマンドによって提供される情報の例です。

# ipadm show-addrprop net1/v4

ADDROBJ PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

net1/v4 broadcast r- 192.168.84.255 -- 192.168.84.255 --

net1/v4 deprecated rw off -- off on,off

net1/v4 prefixlen rw 24 24 24 1-30,32

net1/v4 private rw off -- off on,off

net1/v4 transmit rw on -- on on,off

net1/v4 zone rw global -- global --
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Oracle Solarisを実行するノートパソコン
上での無線ネットワークの構成

IEEE 802.11仕様は、ローカルエリアネットワーク用の無線通信を定義していま
す。これらの仕様と、そこに記載されているネットワークはまとめて「WiFi」と呼
ばれます。この用語は、Wi-Fi Alliance業界グループによって商標登録されていま
す。WiFiネットワークは、プロバイダと想定クライアントの両方が比較的容易に構
成できます。そのため、WiFiネットワークはますます普及し、世界中で一般的に使
用されています。WiFiネットワークでは、携帯電話、テレビ、およびラジオと同じ
電波テクノロジが使用されます。

注 – Oracle Solarisには、WiFiサーバーまたはアクセスポイントを構成するための機能
は含まれていません。

この章の内容は次のとおりです。

■ 61ページの「WiFi通信のタスクマップ」
■ 67ページの「セキュアなWiFi通信」

WiFi通信のタスクマップ

タスク 説明 参照先

WiFiネットワークに接続しま
す。

ローカルのWiFiネットワーク
との通信を設定して確立しま
す。

62ページの「WiFiネット
ワークに接続する方法」

WiFiリンク上の通信を監視し
ます。

標準のOracle Solarisネット
ワークツールを使用してWiFi
リンクの状態を確認します。

66ページの「WiFiリンクを監
視する方法」

5第 5 章

61



タスク 説明 参照先

セキュアなWiFi通信を確立し
ます。

WEP (Wired Equivalent Privacy)
キーを作成し、それを使用して
セキュアなWiFiネットワーク
との接続を確立します

68ページの「暗号化された
WiFiネットワーク接続を設定
する方法」

▼ WiFiネットワークに接続する方法
ノートパソコンをWiFiネットワークに接続するには、次の手順を実行します。

管理者になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

データリンクの物理属性を表示します。
# dladm show-phys

LINK MEDIA STATE SPEED DUPLEX DEVICE

net0 Ethernet up 1500 full ath0

net1 Ethernet up 1500 full e1000g0

この例の出力は、2つのリンクが使用可能なことを示しています。デバイス ath0上
の net0リンクはWiFi通信をサポートします。e1000g0リンクはシステムを有線
ネットワークに接続する役目を果たします。

WiFiインタフェースを構成します。
次の手順を使用してインタフェースを構成します。

a. WiFiをサポートするインタフェースを作成します。
# ipadm create-ip net0

b. リンクがplumbされていることを確認します。
# ipadm show-if

IFNAME CLASS STATE ACTIVE OVER

lo0 loopback ok yes --

net0 ip ok yes --

使用可能なネットワークを確認します。
# dladm scan-wifi

LINK ESSID BSSID/IBSSID SEC STRENGTH MODE SPEED

net0 ofc 00:0e:38:49:01:d0 none good g 54Mb

net0 home 00:0e:38:49:02:f0 none very weak g 54Mb

net0 linksys 00:0d:ed:a5:47:e0 none very good g 54Mb

scan-wifiコマンドのこの出力例では、現在の場所で使用可能なWiFiネットワーク
に関する情報が表示されています。この出力には、次の情報が含まれています。

始める前に
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LINK WiFi接続で使用されるリンク名を示します。

ESSID 拡張サービスセット識別子を示します。ESSIDはWiFiネットワーク
の名前であり、特定の無線ネットワークの管理者が任意に設定でき
ます。

BSSID/IBSSID 特定の ESSIDの一意の識別子である基本サービスセット識別子を示
します。BSSIDは、ネットワークに特定の ESSIDを提供する、隣接
するアクセスポイントの 48ビットのMACアドレスです。

SEC ネットワークにアクセスするために必要なセキュリティーのタイプ
を示します。この値は noneまたは WEPです。WEPについては、67
ページの「セキュアなWiFi通信」を参照してください。

STRENGTH 現在の場所で使用可能なWiFiネットワークからの無線信号の強度
を示します。

MODE ネットワークによって実行される 802.11プロトコルのバージョンを
示します。このモードは a、b、gか、またはこれらのモードの組み
合わせです。

SPEED 特定のネットワークの速度 (メガビット/秒)を示します。

WiFiネットワークに接続します。
次のいずれかを行います。

■ 信号強度のもっとも高い、セキュリティーで保護されていないWiFiネットワーク
に接続します。

# dladm connect-wifi

■ ESSIDを指定することによって、セキュリティーで保護されていないネット
ワークに接続します。

# dladm connect-wifi -e ESSID

dladmの connect-wifiサブコマンドには、WiFiネットワークに接続するためのそ
の他のオプションがいくつかあります。詳細は、dladm(1M)のマニュアルページ
を参照してください。

インタフェースの IPアドレスを構成します。
次のいずれかを行います。

■ DHCPサーバーから IPアドレスを取得します。

# ipadm create-addr -T dhcp interface

WiFiネットワークでDHCPがサポートされていない場合は、次のメッセージが表
示されます。

ipadm: interface: interface does not exist or cannot be managed using DHCP

5
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■ 静的 IPアドレスを構成します。
このオプションは、システムに専用の IPアドレスがある場合に使用します。

# ipadm create-addr -a address interface

システムの接続先のWiFiネットワークのステータスを確認します。
# dladm show-wifi

LINK STATUS ESSID SEC STRENGTH MODE SPEED

net0 connected ofc none very good g 36Mb

この例の出力は、システムが現在 ofcネットワークに接続されていることを示してい
ます。前の手順 4の scan-wifiの出力は、使用可能なネットワークの中で ofcの信号
強度がもっとも高いことを示していました。別のネットワークを直接指定しないか
ぎり、dladm connect-wifiコマンドは、信号強度のもっとも高いWiFiネットワーク
を自動的に選択します。

WiFiネットワーク経由でインターネットにアクセスします。
システムの接続先のネットワークに応じて、次のいずれかを行います。

■ アクセスポイントが無料のサービスを提供している場合は、今すぐ目的のブラウ
ザまたはアプリケーションを実行できます。

■ アクセスポイントが料金を必要とする商用WiFiネットワーク内にある場合は、現
在の場所で提供されている手順に従います。通常は、ブラウザを実行し、キーを
指定して、ネットワークプロバイダにクレジットカード情報を提供します。

セッションを完了します。

次のいずれかを行います。

■ WiFiセッションを終了しますが、システムは実行中のままにします。

# dladm disconnect-wifi

■ 現在、複数のセッションが実行されている場合は、特定のWiFiセッションを終了
します。

# dladm disconnect-wifi link

ここで、linkはセッションに使用されているインタフェースを表します。
■ WiFiセッションの実行中に、システムを正常にシャットダウンします。

# shutdown -g0 -i5

shutdownコマンドを使用してシステムの電源を落とす前にWiFiセッションを明示
的に切り離す必要はありません。

7
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特定のWiFiネットワークへの接続

次の例は、Oracle Solarisノートパソコンを無線ネットワークに接続するときに実行す
る複数の異なる手順を組み合わせたものです。この例は、OSで任意の無線ネット
ワークを選択する代わりに、希望する特定の無線ネットワークにシステムを強制的
に接続する方法も示しています。この例は、ノートパソコン上に静的 IPアドレス
10.192.16.3/24が構成されていることを前提にしています。この例では、最初に
WiFiリンクの可用性を判定しています。

# dladm show-phys

LINK MEDIA STATE SPEED DUPLEX DEVICE

net0 Ethernet up 1500 full ath0

net1 Ethernet up 1500 full e1000g0

# ipadm create-ip net0

IFNAME CLASS STATE ACTIVE OVER

lo0 loopback ok yes --

net0 ip ok yes --

# dladm scan-wifi

LINK ESSID BSSID/IBSSID SEC STRENGTH MODE SPEED

net0 wifi-a 00:0e:38:49:01:d0 none weak g 54Mb

net0 wifi-b 00:0e:38:49:02:f0 none very weak g 54Mb

net0 ofc-net 00:0d:ed:a5:47:e0 wep very good g 54Mb

net0 citinet 00:40:96:2a:56:b5 none good b 11Mb

# dladm connect-wifi -e citinet

# ipadm create-addr -a 10.192.16.3/24 net0

ipadm: net0/v4

# ipadm show-addr net0

ADDROBJ TYPE STATE ADDR

net0/v4 static ok 10.192.16.3/24

# dladm show-wifi

LINK STATUS ESSID SEC STRENGTH MODE SPEED

net0 connected citinet none good g 11Mb

ブラウザやその他のアプリケーションを実行して、WiFiネットワーク経由で作業を
開始します。

# firefox

Firefoxブラウザのホームページが表示されます。

セッションを終了しますが、ノートパソコンは実行中のままにします。

# dladm disconnect-wifi

# dladm show-wifi

LINK STATUS ESSID SEC STRENGTH MODE SPEED

net0 disconnected -- -- -- -- --

例5–1
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show-wifiの出力によって、net0リンクがWiFiネットワークから切り離されたこと
を確認できます。

▼ WiFiリンクを監視する方法
この手順では、標準のネットワークツールを使用してWiFiリンクのステータスを監
視し、linkpropサブコマンドを使用して選択したリンクプロパティーを変更する方
法について説明します。

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

62ページの「WiFiネットワークに接続する方法」の説明に従って、WiFiネット
ワークに接続します。

リンクのプロパティーを表示します。

構文は次のとおりです。
# dladm show-linkprop link

たとえば、net0無線リンク上で確立された接続のステータスを表示するには、次の
構文を使用します。

# dladm show-linkprop net0

...

PROPERTY VALUE DEFAULT POSSIBLE

channel 5 -- --

powermode off off off,fast,max

radio ? on on,off

speed 36 -- 1,2,5.5,6,9,11,12,18,24,36,48,54

...

リンクの固定された速度を設定します。

注意 – Oracle Solarisでは、WiFi接続の最適な速度が自動的に選択されます。初期のリ
ンク速度を変更すると、パフォーマンスが低下したり、特定のWiFi接続の確立が妨
げられたりすることがあります。

リンク速度を、show-linkpropの出力に表示される、速度に指定可能な値のいずれか
に変更できます。

# dladm set-linkprop -p speed=value link
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リンク上のパケットフローを確認します。
# netstat -I net0 -i 5

input net0 output input (Total) output

packets errs packets errs colls packets errs packets errs colls

317 0 106 0 0 2905 0 571 0 0

14 0 0 0 0 20 0 0 0 0

7 0 0 0 0 16 0 1 0 0

5 0 0 0 0 9 0 0 0 0

304 0 10 0 0 631 0 316 0 0

338 0 9 0 0 722 0 381 0 0

294 0 7 0 0 670 0 371 0 0

306 0 5 0 0 649 0 338 0 0

289 0 5 0 0 597 0 301 0 0

リンクの速度の設定

この例は、WiFiネットワークに接続したあとにリンクの速度を設定する方法を示し
ています。

# dladm show-linkprop -p speed net0

PROPERTY VALUE DEFAULT POSSIBLE

speed 24 -- 1,2,5,6,9,11,12,18,24,36,48,54

# dladm set-linkprop -p speed=36 net0

# dladm show-linkprop -p speed net0

PROPERTY VALUE DEFAULT POSSIBLE

speed 36 -- 1,2,5,6,9,11,12,18,24,36,48,54

セキュアなWiFi通信
電波テクノロジによってWiFiネットワークが簡単に使用できるように、さらにたい
ていは、多くの場所にいるユーザーから自由にアクセスできるようになっていま
す。その結果、WiFiネットワークへの接続が安全でなくなる場合があります。ただ
し、特定のタイプのWiFi接続は、よりセキュリティーが強化されています。

■ アクセスが制限されたプライベートWiFiネットワークへの接続
企業や大学によって確立された内部ネットワークなどのプライベートネット
ワークは、各ネットワークへのアクセスを、正しいセキュリティーチャレンジを
指定できるユーザーに制限しています。潜在的なユーザーは、接続シーケンス中
にキーを指定するか、またはセキュリティー保護されたVPNを経由してネット
ワークにログインする必要があります。

■ WiFiネットワークへの接続の暗号化
セキュリティー保護されたキーを使用して、システムとWiFiネットワークの間の
通信を暗号化できます。WiFiネットワークへのアクセスポイントは、セキュリ
ティー保護されたキーを生成する機能を備えた、自宅またはオフィスの

5
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ルーターである必要があります。システムとルーターは、セキュリティー保護さ
れた接続を作成する前にキーを確立してから共有します。

dladmコマンドでは、アクセスポイントを経由した接続を暗号化するためのWEP
(Wired Equivalent Privacy)キーを使用できます。WEPプロトコルは、無線接続のため
の IEEE 802.11仕様で定義されています。dladmコマンドのWEP関連のオプションに
ついての詳細は、dladm(1M)のマニュアルページを参照してください。

▼ 暗号化されたWiFiネットワーク接続を設定する方
法
次の手順では、システムと自宅のルーターの間でセキュアな通信を設定する方法に
ついて説明します。家庭向けの無線および有線ルーターの多くには、セキュリ
ティー保護されたキーを生成できる暗号化機能があります。

自宅の無線ネットワークに接続する場合は、ルーターが構成され、WEPキーが生成
されていることを確認してください。ルーターの製造元のドキュメントに従って
キー構成を生成し、保存します。

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

WEPキーを含むセキュアオブジェクトを作成します。
システム上に端末ウィンドウを開き、次を入力します。
# dladm create-secobj -c wep keyname

ここで、keynameはキーに付ける名前を表します。

セキュアオブジェクトにWEPキーの値を指定します。
create-secobjサブコマンドは次に、キーの値を要求するスクリプトを実行します。
provide value for keyname: 5-or-13-byte key
confirm value for keyname: Retype key

この値は、ルーターによって生成されたキーです。スクリプトは、キーの値として 5
バイトまたは 13バイトの文字列 (ASCIIまたは 16進数)のどちらかを受け入れます。

今作成したキーの内容を表示します。
# dladm show-secobj

OBJECT CLASS

keyname wep

ここで、keynameは、このセキュアオブジェクトの名前です。

始める前に
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WiFiネットワークへの暗号化された接続を作成します。
# dladm connect-wifi -e network -k keyname interface

接続がセキュリティーで保護されていることを確認します。
# dladm show-wifi

LINK STATUS ESSID SEC STRENGTH MODE SPEED

net0 connected wifi-1 wep good g 11Mb

SECの見出しの下の wepの値は、この接続にWEP暗号化が適用されていることを示
します。

暗号化されたWiFi通信の設定

この例では、次のことがすでに実行されていることを前提にしています。

■ システムを、WEPキーを作成できるホームルーターに接続します。
■ ルーターの製造元のドキュメントに従ってWEPキーを作成します。
■ キーを保存することにより、それを使用してシステム上にセキュアオブジェクト
を作成できるようにします。

セキュアオブジェクトを作成します。

# dladm create-secobj -c wep mykey

provide value for mykey: *****

confirm value for mkey: *****

ルーターによって生成されたWEPキーを指定するときは、入力した値がアスタリス
クでマスクされます。

# dladm show-secobj

OBJECT CLASS

mykey wep

# dladm connect-wifi -e citinet -k mykey net0

直前のコマンドは、セキュアオブジェクト mykeyを使用して、WiFiネットワーク
citinetへの暗号化された接続を確立します。

# dladm show-wifi

LINK STATUS ESSID SEC STRENGTH MODE SPEED

net0 connected citinet wep good g 36Mb

この出力により、WEP暗号化を使用して citinetに接続されていることが確認され
ます。

5

6

例5–3

セキュアなWiFi通信
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比較マップ: ifconfigコマンドと ipadm

コマンド

ネットワークインタフェースを構成するための ifconfigコマンドは、ipadmコマンド
に置き換えられました。Oracle Solaris 11では、ifconfigコマンドも引き続き機能し
ますが、ネットワーク構成用のツールとしては ipadmコマンドが推奨されます。ただ
し、ifconfigの一部のオプションは、ipadmサブコマンドに同等のものがありませ
ん。次の表は、ifconfigコマンドの選択されたコマンドオプションと、ipadmコマン
ドに含まれる同等のものを示しています。

注 –この表は、ipadmのオプションの完全な一覧ではありません。完全な一覧につい
ては、ipadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

表 A–1 ifconfigコマンドと ipadmコマンドの構文の対応

ifconfigコマンド ipadmコマンド

plumb/unplumb ipadm create-ip

ipadm create-vni

ipadm create-ipmp

ipadm enable-addr

ipadm delete-ip

ipadm delete-vni

ipadm delete-ipmp

ipadm disable-addr
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表 A–1 ifconfigコマンドと ipadmコマンドの構文の対応 (続き)
ifconfigコマンド ipadmコマンド

[address[/prefix-length] [dest-address]] [addif

address[ prefix-length]] [removeif address[
prefix-length]][netmask mask][destination
dest-address]{auto-dhcp|dhcp}[primary][wait
seconds]extend | release | start

ipadm create-addr

ipadm create-addr -T dhcp

ipadm create-addr -T addrconf

ipadm delete-addr

ipadm refresh-addr

[deprecated | -deprecated] [preferred |

-preferred] [private | -private] [zone

zonename | -zones | -all-zones][xmit | -xmit]

ipadm set-addprop

ipadm reset-addprop

ipadm show-addprop

up ipadm up-addr

down ipadm down-addr

[metric n] [mtu n] [nud | -nud] [arp | -arp]

[usesrc [name | none] [router | -router]

ipadm set-ifprop

ipadm show-ifprop

ipadm reset-ifprop

[ipmp] [group [name | ""]] standby |

-standby] [failover | -failover]

ipadm create-ipmp

ipadm delete-ipmp

ipadm add-ipmp

ipadm remove-ipmp

ipadm set-ifprop -p [standby] [group]

[interface] [-a] ipadm

ipadm show-if

ipadm show-addr

[tdst tunnel-dest-addr] [tsrc tunnel-srcs-addr]
[encaplimit n| -encaplimit] [thoplimit n]

dladm *-iptunコマンドセット。詳細
は、dladm(1M)のマニュアルページおよ
び『Oracle Solaris 11.1ネットワークの構成と管
理』の「dladmコマンドによるトンネルの構成
と管理」を参照してください。

[auth_algs authentication algorithm] [encr_algs

encryption algorithm] [encr_auth_algs encryption
authentication algorithm]

ipsecconf

詳細は、ipsecconf(1M)のマニュアルページお
よび『Oracle Solaris 11.1でのネットワークのセ
キュリティー保護』の第 7章「IPsecの構成 (タ
スク)」を参照してください。
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表 A–1 ifconfigコマンドと ipadmコマンドの構文の対応 (続き)
ifconfigコマンド ipadmコマンド

[auth_revarp] [ether [address]] [index

if-index] [subnet subnet-address] [broadcast

broadcast-address] [token address /prefix-length]

DHCPオプション –
inform、ping、release、status、drop

同等のサブコマンドは現在使用不可。

[modlist] [modinsert mod_name@ pos]
[modremove mod_name@pos ]

同等のサブコマンドは現在使用不可。

比較マップ: ifconfigコマンドと ipadmコマンド
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比較マップ: nddコマンドと ipadmコマン
ド

パラメータまたはチューニング可能パラメータをカスタマイズするための nddコマ
ンドは、ipadmコマンドに置き換えられました。Oracle Solaris 11では、nddコマンド
も引き続き機能しますが、ネットワークパラメータをカスタマイズするための
ツールとしては ipadmコマンドが推奨されます。ただし、nddの一部のオプションに
は、同等の ipadmサブコマンドがありません。次の表は、nddコマンドの選択された
コマンドオプションと、ipadmコマンドに含まれる同等のものを示しています。

注 –この表は、ipadmのオプションの完全な一覧ではありません。完全な一覧につい
ては、ipadm(1M)のマニュアルページを参照してください。
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表 B–1 nddコマンドと ipadmコマンドの構文の対応:プロパティーの取得

nddコマンド ipadmコマンド

bash-3.2# ndd -get /dev/ip ?

ip_def_ttl (read and write)

ip6_def_hops (read and write)

ip_forward_directed_broadcasts

(read and write)

ip_forwarding (read and write)

...

...

bash-3.2# ndd -get /dev/ip \

ip_def_ttl

100

bash-3.2# ndd -get /dev/ip \

ip6_def_hops

255

bash-3.2# ndd -get /dev/tcp ?

tcp_cwnd_max (read and write)

tcp_strong_iss (read and write)

tcp_time_wait_interval

(read and write)

tcp_tstamp_always (read and write)

tcp_tstamp_if_wscale

(read and write)

...

...

bash-3.2# ndd -get /dev/tcp ecn

1

bash-3.2# ndd -get /dev/tcp sack

2

bash-3.2# ipadm show-prop ip

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

ipv4 forwarding rw off -- off on,off

ipv4 ttl rw 255 -- 255 1-255

ipv6 forwarding rw off -- off on,off

ipv6 hoplimit rw 255 -- 255 1-255

...

bash-3.2# ipadm show-prop -p ttl,hoplimit ip

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

ipv4 ttl rw 255 -- 255 1-255

ipv6 hoplimit rw 255 -- 255 1-255

bash-3.2# ipadm show-prop tcp

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

tcp ecn rw passive -- passive never,passive,

active

tcp extra_ rw 2049 2049,4045 2049,4045 1-65535

priv_ports

tcp largest_ rw 65535 -- 65535 1024-65535

anon_port

tcp recv_ rw 128000 -- 128000 2048-1073741824

maxbuf

tcp sack rw active -- active never,passive,

active

tcp send_ rw 49152 -- 49152 4096-1073741824

maxbuf

tcp smallest_ rw 32768 -- 32768 1024-65535

anon_port

tcp smallest_ rw 1024 -- 1024 1024-32768

nonpriv_port

...

...

...

bash-3.2# ipadm show-prop -p ecn,sack tcp

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

tcp ecn rw passive -- passive never,passive,active

tcp sack rw active -- active never,passive,active
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表 B–2 nddコマンドと ipadmコマンドの構文の対応:プロパティーの設定

nddコマンド ipadmコマンド

bash-3.2# ndd -set /dev/ip \

ip_def_ttl

64

bash-3.2# ndd -get /dev/ip \

ip_def_ttl

64

bash-3.2# ipadm set-prop -p ttl=64 ipv4

bash-3.2# ipadm show-prop -p ttl ip

PROTO PROPERTY FAMILY PERM VALUE DEFAULT POSSIBLE

ip ttl inet rw 64 255 1-255

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

ipv4 ttl rw 64 64 255 1-255

bash-3.2# ipadm reset-prop -p ttl ip

bash-3.2# ipadm show-prop -p ttl ip

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

ipv4 ttl rw 255 255 255 1-255
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